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主   題 『広げよう ワイズの仲間』 

“Extension Membership ＆ Conservation” 

   スローガン『楽しくなければワイズじゃない 積極参加で実りある奉仕』 

“Joyful life through Y’sdom Service with Positive action” 

東日本区理事 栗本 治郎（熱海クラブ） 

近年、会員の減少と共に会員の高齢化が進み、１５名位以下のクラブが半数以 

上になっております。そこで、主題を『広げよう ワイズの仲間』とし、英語表 

記をズバリ EMC として、会員増強に全力投球をお願いした一年間でした。EMC に 

は、MC新会員の獲得と維持啓発、そして、E新クラブ設立が有ります。MCにつき 

ましては、１クラブ２名以上の会員増強をお願い致しましたが、各クラブとも平 

均年齢の高齢化に伴い、新会員の紹介・獲得が年々難しくなっているようです。 

『入りたくなるワイズ』が求められます。 

E新クラブの設立については、各部にエクステンション委員会の設立をお願いし 

たところ、全ての部でエクステンション委員会がスタート致しましたが、理事と 

しての力不足も有り、サポートが充分にできず、活発な新クラブ設立の活動には 

至っておりません。引きつづき次年度以降に成果が上がるように尽力致します。一年間の皆様のご協力に感謝 

申し上げますと共に、次期への絶大なるご支援ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

【会員数の推移とエクステンション】 

２０１７年７月１日、８８６名スタートし、今期 

の新入会員４８名、退会会員７５名（物故会員１４ 

名を含む）で、２０１８年７月１日の会員数は８５ 

９名でした。理事としての力不足で会員の減少に歯 

止めをかけることが出来ませんでした。然しながら、 

会員増強への思いは全てのワイズメンが強くされた

ことと思います。６月をもって、信越妙高クラブ解

散、また、東京まちだクラブ東京コスモスが合併し

７月から東京町田コスモスクラブとしてスタートし

ました。全ての部でエクステンション委員会がスタ

ートしましたが、部によりその進捗状況は大きな差

が有ります。今一歩のところも有りますが、新クラ

ブ誕生には至りませんでした。しかし、２年目３年

目には必ず新クラブが誕生してくるものと期待され

ます。 



部の強化・活性化 

部の強化・活性化の目的で、各種献金は意識改革

に繋がればと、部を通して区に送ることになってお

ります。今期３年目になりますが、まだ一部の部、

クラブでは混乱しているようです。部会は、各部会

とも特色があり楽しく充実しておりました。４部合

同EMCシンポジウムなど素晴らしい研修会が開催さ

れました。部エクステンション委員会を通しての部

の活発な活動が、部の活性化にも繋がるものと期待

をしております。 

YMCA との協働 

YMCA との協働については、今年ワイズ・YMCA パー

トナーシップ検討委員会がスタートし、２回委員会

が開催されました。『支えたくなる YMCA』『入りたく

なるワイズ』をコンセプトにして、短期的（１年）、

長期的（５年）課題として、『災害時のワイズと YMCA

の協働』『YMCA のあるところにワイズを！』『ワイズ

のあるところに YMCA を！』等について協議してお

ります。 

その他 

⑴ 東日本区定款の改訂（定款改定員会） 

２回の代議員会の承認を受けましたが、２０１

７年８月の国際議会で新クラブ設立要件が「１５

名」から「５名」に改訂されました。これに対応

するため、今期６月の年次代議員会および８月に

予定の郵送による臨時代議員会において、改訂さ

れた定款の一部修正案の承認を得る手続きを致

します。 

⑵ 東日本区理事キャビネットの活動手順の完成（文

献・組織検討委員会） 

口伝とされていたものを明文化し、次々期理事

から直前理事までのことが時系列に掲載されて

いる理事キャビネットのマニュアルです。 

【主な行事・活動】 

研修会 

次期部長・事業主任研修会     １０月２８日（土） 

日本 YMCA 同盟 JRM 会議室 出席３０名 

次期クラブ会長・部役員研修会 ３月３日（土）～

４日（日）東山荘 出席８８名 

SNS 勉強会を開催（SNS をツールとしてワイズの 

広報を図る。） 

 

役員会・年次代議員会 

第１回役員会 ７月８日（土）            

日本 YMCA 同盟 JRM 会議室 ３０名出席 

第２回役員会 １１月４日（土）          

日本 YMCA 同盟 JRM 会議室 ３０名出席 

第３回役員会 ４月７日（土）～８日（日） 

熱海聚楽ホテル ４０名出席（今期次期合同） 

第４回役員会 ６月１日（金）            

プラサ ヴェルデ４階会議室 ３９名出席 

年次代議員会 ６月２日（土）       

プラサ ヴェルデ４回会議室 ６４名出席 

国際関係 

第２７回アジア太平洋地域大会（チェンマイ）２０

１８年７月２１日～２３日 ４７名参加 

アジア太平洋地域ユース・コンボケーション 

（チェンマイ）東日本区から７名参加 

国際表彰（2016-2017 年度） 

エルマー・クロー賞 関東東部部長 片山啓（茨城） 

ブースター賞  田中博之（東京多摩みなみ） 

峰岸 友彦（東京ベイサイド） 

日野 峻（石巻広域） 

清水弘一（石巻広域） 

平井孝次郎（石巻広域） 

アジア太平洋地域年央会議（韓国 金浦） 

１２月３日（土）～４日（日） 

国際選挙 

次期国際会長 ジェニファー・ジョーンズ（オース

トラリア） 

国際議員（ヤングメンバー）タシス・タオミヤン・ソ

ングラム（スリランカ）無投票で承認 

※2018-2020 年 アジア太平洋地域会長・国際議員  

田中博之（東京多摩みなみ） 

BF 代表 

BF（文化交流代表）比奈地 康晴（東京）   

２０１９年４月 アフリカ訪問 

BF（国際大会参加代表）札埜 慶一（熱海） 

２０１８年８月 第 73回国際大会（麗水）参加 

BF 代表受入れ 

 ROBINSON 夫妻 東日本区大会・西日本区大会に参加。

各部で歓迎会。 
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部 会 

北海道部８月１９日（土）北海道 YMCA ４９名 

北東部９月９日（土）宇都宮グランドホテル７３名 

関東東部９月３０日（土）千葉市美術館さや堂 

７５名 

東新部１０月１４日（土）東京 YMCA 社会教育・保育

専門学校 ６２名 

あずさ部１０月２１日（土）日本出版クラブ会館 

８２名 

湘南・沖縄部９月１６日（土）ワークピア横浜 

６２名 

富士山部９月２４日（日）熱海 KKR ホテル 

８５名 

周年行事 

９月 ９日（土）宇都宮東クラブ２５周年記念・部会 

（宇都宮グランドホテル） 

１２月２日（土）三島クラブ４０周年記念例会・三島

ふるさと絵画コンクール（日本大学国際関係学

部ホール） 

２月３日（土） 富士五湖クラブ１５周年記念 

DBC 締結（ANA クラウンプラザホテル京都） 

３月２１日（水）東京グリーンクラブ４５記念例会 

（オーラム） 

３月２４日（土）富士クラブ３０周年記念例会 

（ロゼシアター） 

各事業関係 

８月２６日 沖縄クラブと京都トゥービークラブ  

DBC 締結式 

９月８日～１０日 ユースボランティア・リーダーズ

フォーラム（東京 YMCA 山中湖センター） 

１０月２８日「津波教え石」建立除幕式（石巻市荻浜

地区） 

１１月２５日 東日本区メネットのつどい（横浜中央

YMCA） 

２月３日 富士五湖クラブと京都洛中クラブ  

DBC 締結式 

２月１７日 ４部合同 EMC シンポジウム 

（東京 YMCA 山手センター） 

CS 写真コンテスト・入会パンフレット募集  

(作品募集東日本区大会で展示) 

インビテーションキャンペーン 

８月 第７３回国際大会（韓国・麗水）国際ユース・

コンボケーションに６名参加予定 

第２８回アジア太平洋地域大会（仙台）２０１９年

7月１９日～２１日開催。実行委員会開催 

各種献金 

BF：９２３，４４６円、 TOF：９５０，２９２円、

CS：９０３，１９６円、ASF：２８２，３００円 

FF：２５９，２４０円、 RBM：８５７，６８８円、

YES：２５２，７７０円、EF：１２，０００円 

募 金 

九州北部豪雨緊急支援募金  

  東日本大震災復興支援募金  

熊本大地震支援募金  

 

東日本区書記活動報告 

東日本区書記 大川 貴久（熱海） 

書記の役割は東日本区定

款 12条を見ると、書記は理

事の指示により、区の通信・

伝達に関する事務を取り扱

う等の書記の任務が定めら

れていますので、この定款を

遵守することを心掛けました。主な活動報告は常任役

員会、役員会、年次代議委員会、東西連絡協議会等の

議事進行・議事録の作成そして各行事は次期部長・主

任研修会、次期会長・部役員研修会、各部大会、クラ

ブ訪問など理事が出席される所には全て随行してき

ました。最後は東日本区大会（沼津）の各部長報告、

主任報告・表彰等の準備と司会進行をしてきました。

あっという間の 1年間でした。 

また今年度は「広報・伝達（PR）専任委員」も兼務し

ました。これは札埜事務局長と連携して最新ニュース

や PRに努めて参りました。 

最後に、至らぬ点も多々あったと思いますが東日本

区役員及び委員皆様のご協力で1年間無事に終えるこ

とができました。本当にありがとうございました。 
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東日本区会計活動報告 

東日本区会計 小原進一(熱海) 

７月６日に監査を受け、役目を

終えることができました。各クラ

ブの会計担当者の皆様には区費

等の納入で色々とご協力ありが

とうございました。 

東日本区事務職員の小山さん

には大変に世話になりました。会

計の役割と言っても、実際に入出金や出納の実務は小

山東日本区事務局長が携わっており、私は栗本理事の

後をついて歩いただけのような気がします。 

また、現行の区費と献金の集金方法の複雑化によ

り、集計・確認・連絡等ではとても苦労しました。区

事務所にとっても、各クラブにとっても分かりにくい

集金方法は考慮した方が良いと思います。1 年間あり

がとうございました。 

 

理事事務局長活動報告 

東日本区理事事務局長 札埜慶一(熱海) 

栗本理事の指名により、「最

後の理事事務局長」として微

力ながらお役目を果たすこと

ができたのは皆様のお力添え、

ご指導によるところが多く、

改めて東西ワイズの皆様、

YMCA 関係者皆様に御礼申し上

げます。事務局長小山憲彦氏と一緒に酒(私はウーロ

ン茶)が飲めたのも嬉しかった。事務局のコンピュー

ターの復元にも関わり、大事なワイズの歴史ともいえ

る重要データを復元できたのも楽しい思い出の一つ。

さらに東日本区大川書記、小原会計、青木補佐、熱海

クラブ山崎会長以下皆様には多大なお力添えをして

いただき感謝しております。 

東日本区に出て初めて分かる新しい世界に触れ、ワ

イズ、YMCA、アジア大会、国際大会への理解をさらに

身をもって深めることができ、東西日本区、アジア太

平洋地域の有力メンバーさんたちともお知り合いに

なれて大変うれしく思っています。やっと役目を終え、

熱海クラブに戻れると思っていたら、あるバーでの親

睦会中に、栗本理事と山田次々期理事に「次々期 EMC

主任」に押されてしまい、心太のように押し出されて

しまいました。大事なことは「バー」で決まるって噂

は本当でした。(笑)次期も微力ながら努力いたします

ので、益々のご指導ご鞭撻をお願いし締めくくりとさ

せていただきます。 

理事事務局長補佐報告 

東日本理事事務局長補佐 青木義美(熱海) 

２０１３年富士山部長以来４

年ぶりの東日本区への関わりで

した。栗本前理事が大川書記を伴

ってやっと理事就任を快諾して

やれやれと思っていた矢先に多

少日本区に顔が利くからという

だけで副事務局が回ってきたわ

けだがまあ私もどきでお手伝いできるならというつ

もりで受けさせて頂いた。我々クラブ内でも理事活動

を全面的に応援体制を整えたがこれも栗本氏の人間

性の象徴であろう。時間、費用、気使い等々一緒に歩

いていなければわからないこの労力は想像を絶する

ものであった。１９７９年故竹内敏朗理事以来熱海ク

ラブからの３０数年ぶりの理事を無事勤め上げた栗

本氏、そして応援してくれたそのスタッフ、それを更

に支えてくれたワイズ全メンバーに感謝をしたい。 

 

地域奉仕事業活動報告 

地域奉仕事業主任 前原末子（御殿場） 

２０１７年７月より栗本理事の

下、「楽しくなければワイズじゃな

い実りある奉仕」のスローガン「入

会したいクラブ」を目指しスタート

しました。 

地域奉仕活動のテーマを「思いや

りを持って地域に奉仕」とさせて頂

きました。主任をお受け致しましたが、各部会にもな

かなか出席できず失礼してばかりでした。各クラブの

ブリテンを拝見させていただいたり、例会の報告だっ

たりと、其々の活動を知ることができました。各クラ
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ブ特有の活動や継続事業、特に子供たちのスポーツイ

ベントは、親御さんも一緒になって参加している様子、

まさに「ＣＳからＥＭＣへ」を感じるものでした。 

また、障害者を対象にしたイベント、フライディン

グディスク大会、サマーキャンプ、クリスマス会、コ

ンサート等継続事業としている事も各クラブの努力

には、頭が下がる思いでした。一年間、主任として何

も出来ず自分の力不足を痛感致しましたが、他クラブ

の力量の多さにも驚き、良い勉強になったと思ってお

ります。 

ワイズメンズクラブとして高齢化が進んでいる現

在、こうした事業を継続している以上、必ず地域の皆

様に認められていると信じて私たちも、先に進んで行

こうと思います。皆さまに支えられての一年間でした。

ありがとうございました。 

会員増強事業活動報告 

会員増強事業主任 榎本 博(伊東クラブ) 

栗本理事の主題『広げよう、

ワイズの仲間』で始まった 2017

年度。EMC の意味を理解し会員

の皆さんと共有し、各クラブが

円滑に活動できるよう 1 人でも

多くのメンバー・理解者を獲得

できるような会員増強を展開し

て行ければ… なんて考えで、まず会員増強計画ワー

クシートを配布させて頂きました。皆さんに今よりも

少し会員増強に目を向けて頂ければと思っての事で

す。このワークシートの結果から言えば、会員増強が

必要だと考えるクラブは 90％でした。では何故会員数

が増えないのか？と言えば高齢化が一番の理由。また、

会員増強に対する意識の共有も非常に難しいという

事も納得のいく事です。しかし私のような若輩者を会

員増強事業主任という大役に起用する事が可能なワ

イズメンズクラブは寛容であると言う事です。さらな

る発展・会員増強の可能性は、この大きく開いている

ワイズの門へ、如何にして導くことが出来るかにあり

ます。私が主題とした「NEO ワイズメンズクラブ」と

は今まであったものの新しい形を意味します。同じ事

を同じ様にやるのではなく、ひと捻り加えた工夫と柔

軟性を持ち、刷新するくらいの気持ちで、もう一度自

クラブをワイズメンズクラブを見つめ直してもらい

たく思います。地域やクラブにより異なる事もありま

すが、地元に根付けるような CSや、ワイズ冠の事業を

取入れ、知名度をあげる必要性もあると思います。ま

た時にはクラブの1番の目的を会員増強にして欲しく

思います。YMCA はもちろんですが、ワイズメンズクラ

ブの活動を必要としている子供達・地域もあるという

事も事実です。その為にも各クラブの強化と新クラブ

の設立など「会員増強」に努める事が必要と考えます。

社会にワイズメンズクラブを広め、ワイズ活動がスム

ーズに出来るように会員増強し YMCA のための奉仕ク

ラブとして活動していきます。 

 

国際・交流事業活動報告 

国際・交流事業主任 進藤重光(東京クラブ) 

おかげさまで本年度も、国際・

国内クラブ相互の友情を深めて

奉仕し、相互の知見を共有しな

がら喜びのときを過ごすことが

できました。因みに、世界の先進

国が加盟する OECD（経済協力開

発機構）の 2005 年の調査によれ

ば、日本人の「（健康にも影響する）孤独度」は世界の

中でも群を抜いて高く、特に男性は世界一という結果

が出ています。「ほとんど、もしくは全く友人や同僚も

しくは他の人々と時間を過ごさない人」の割合は日本

の男性では約 17％（女性は 14％）で、調査 21カ国平

均の 3倍近く、21カ国の中では第一位です。同じ調査

によれば、例えば、アメリカやスウェーデンなどでは

宗教やスポーツ、政治など、3 つ以上のグループ活動

などに所属するという人が多いようですが、日本では、

そのようなネットワークの存在感は大きくはないと

いうのが現状です。ワイズの各事業を契機に、多くの

方とご一緒に、生き甲斐のある豊かな社会の構築を目

指せればと願っております。以下の通り、ご報告申し

上げます。 

■沖縄ワイズメンズクラブと京都トゥービーワイズ

メンズクラブの DBC の締結 
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2017 年 8月 26 日（土）、東日本区湘南・沖縄部の沖

縄ワイズメンズクラブと、西日本区京都部の京都トゥ

ービーワイズメンズクラブの DBC締結式が200名を超

える参加者が見守る中で行われました。 

■富士五湖ワイズメンズクラブと京都洛中ワイズメ

ンズクラブの DBC の締結 

2018 年 2 月 3 日（土）、東日本区あずさ部の富士五

湖ワイズメンズクラブと、西日本区京都部の京都洛中

ワイズメンズクラブの DBC締結式が 170名を超える参

加者が見守る中で行われました。 

■IBC・DBC 活動の具体例 TOF－GPF 事業支援先資料共

有化 

第 27回アジア・太平洋地域大会（2017 年 7月 21 日

～23 日）の分科会でのテーマとなった環境啓発活動

“Environmental and Green Program”を紹介。本事

業は、日本の NGO が資金提供し、香港のワイズが IBC

を通じてチェンマイのワイズをサポートし、チェンマ

イ YMCA が推進する地球環境・気候温暖化対策への国

際的な取り組みです（TOF の献金先などは東日本区の

ホームページに掲載）。 

■2018-2019 年度の BF代表の選考結果 

2018-2019 年度の BF代表として、東日本区から、比

奈地康晴東新部国際・交流事業主査(東京)が文化交流

代表として 2019 年 4 月にアフリカに派遣、札埜慶一

理事事務局長（熱海）が麗水国際大会（2018 年 8月 9

日～12日）の大会代表としての派遣が決定。なお、代

表への応募時の年齢制限は撤廃されました。 

■2017-2018 年度のカナダからの BF代表受け入れ 

BF代表を東日本区として2018/5/31(木)～ 6/7(木)

の期間（その後西日本区へ引継）、Mr.TODD ROBINSON と

Mrs.KAREN ROBINSON夫妻（カナダMaritime区・Epislon 

クラブ）をお迎えしました。 

■RBM の継続と「世界マラリアデー」における他団体

との協働・後援 

2018 年 4月 25 日の「世界マラリアデー」に、『ZERO

マラリア 2030 キャンペーン 2018 狂言「蚊相撲」と

日本のマラリア』〔主催：ZERO マラリア 2030 キャンペ

ーン実行委員会（神余隆博運営委員長／関西学院大学

副学長、認定 NPO 法人 Malaria No More Japan 理事

長）、共催：上智大学、後援：朝日新聞社／株式会社電

通／UNICEF 東京事務所／UNDP 駐日代表事務所／ワイ

ズメンズクラブ国際協会東日本区・西日本区〕開催に

際し、RBM 関連事業として準備と協力を行い、約 230

名の参加者がありました。また、国際赤十字・赤新月

社連盟と協働し「マラリア蚊帳」を贈る事業は、2020

年までの継続が決定されました。 

 

ユース事業活動報告 

ユース事業主任 長津 徹(東京サンライズ) 

8 月 18 日 YMCA 同盟会館会議室

において第一回ユース事業委員

会が開催されました。栗本理事の

元、活発な意見が交わされました。

大久保直前主任より卒業したユ

ースリーダーの移動をトレース

してワイズとリンクするユース

支援の新しいアイデアが提案さ

れています。 

9月 2日ユースニュースを発行しました。 

9月 8～10 日東京 YMCA 山中湖センターで、ユースボラ

ンティア・リーダーズフォーラムが開催されました。

ユース 31名、スタッフ 3名、ボランティアスタッフ 7

名、ワイズ登録 23名プラス若干名の計 70名近くの参

加者で天気に恵まれました。今回久しぶりにワイズス

ピーチとして栗本理事よりご挨拶をいただきました。 

各種ユース活動報告会がワイズの例会で開催されて

います。八王子クラブ、武蔵野多摩クラブの例会に陪

席しました。 

11 月 11 日東京 YMCA 東陽町センターで第二回ユース

事業委員会があり、その後、エリアユースコンボケー

ションの報告会がありました。タイ・チェンマイでの

コンボケーション参加者 7名全員が参加しました。ワ

イズメン8名臨席というコジンマリとした会ではあり

ましたが、AYC 参加者全員によるパワーポイント利用

のすばらしい報告でした。ワイズ参加者は直前、次期

ユース事業主任をはじめ栗本区理事も臨席し活発な

意見交換の場が出来たと思います。 

その後場所を移して懇親会でさらに親交を深める事
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が出来ました。今後データを共有し、広くユース事業

を進めるよう検討されています。 

「STEP」 

八王子クラブと台湾・高雄湾クラブのホストで、中

央大学 Yの須郷君が 3月末に出発しました。Yeos IYC

にも参加しました。 

「IYC 推薦」（推薦クラブ） 

須郷君、宮内君（東京八王子クラブ）、泉妙寺さん（熱

海クラブ）、AYR 永坂君（宇都宮クラブ）、新井さん（東

京北クラブ）、平井さん（埼玉クラブ）、計 6名が参加

し無事帰国しました。報告を楽しみにしています。 

「部主催ユース事業」 

部大会にユースを招き、「ボッチャ体験」を実施した

東新部に、ユースの参加費と交通費補助に対し支援を

決定しました。 

「オープンフォーラム Y」 

5 月 19 日押上興望館にて実施しました。参加ユース

には栃木 YMCA や富山 YMCA のリーダーも、初めて西日

本区のYサ・ユース事業と連携しました。他に大学YMCA

や社会人も参加し、ユース 22名、運営スタッフ 17名

の構成でした。10 代からシニアワイズメンも参加し、

年齢や立場を超えてより良い社会の為に話し合いま

した。 

「ユースボランティア・リーダーズフォーラム」 

9 月 8〜10 日、山中湖センターにて開催予定。8 月

28日最終の打ち合わせを行いました。 

 

北海道部活動報告 

北海道部部長 森 熊次郎(札幌北クラブ) 

部長主題 「ＥＭＣの強化」 

副  題 “生き生き、楽しく、     

元気に活動” 

１．（１）北見クラブは，7月 11

日にビールパーティを行い、500 余

名の人達を集めて盛大に行われた。

その益金でチミケップキャンプに

障がい者の子供達を招待した。 

（２）北見クラブは７月１５日にキャンプ場の「ぬか

るみ」の砂利敷きを行った。 

２．（１）十勝クラブでは１１月２８日（火）に十勝管

内１７の養護学校、施設にもち米をプレゼントし、Ｃ

Ｓ奉仕活動を行った。 

（２）十勝クラブでは、１２月１８日（月）ジャガイ

モ生産者も入れ、クリスマスファミリー例会を行い、

帯広大谷高校吹奏楽部を招きミニコンサートを行い

盛り上がった。 

（３）十勝クラブでは、３月２，３日に十勝帯広幼保

園の子供達、４日には親子に、運動を交えた音楽教育

「リトミック講座」を石丸由理先生（東京武蔵野多摩

クラブ）招いて行われた。 

３．（１）札幌クラブは、10月 15日（日）札幌ＹＭＣ

Ａバザーでカレーライス、コーヒーを作り、販売し札

幌ＹＭＣＡに資金援助をした。 

（２）札幌クラブでは、2月 25日（日）札幌ＹＭＣＡ

フレンドシップリーダーサッカーで、コーヒーを出し

協力した。 

４．（１）札幌北クラブは、10月 15月（日）札幌ＹＭ

ＣＡバザーで、豚汁、おにぎり、いなり寿司等を作り

販売し、札幌ＹＭＣＡへ資金援助を行った。 

（２）札幌北クラブでは 12月 9日（土）札幌ＹＭ

ＣＡ幼稚舎のクリスマス会で、ワイズメン紹介を記入

した「クリスマスカード」を作成し、園児、家族に贈

呈した。 

５．北海道 4 クラブの合同新年例会を 1 月 8 日（月）

に 19 名の会員参加のもとに、ホテルオークラ札幌で

楽しい交わりの時を持つことが出来た。 

6. 7月～11月にかけて、札幌北クラブ、北見クラブ、

十勝クラブ、札幌クラブへ部長公式訪問して、各クラ

ブの実情を聞くことが出来た。 

７．8月 19日（土）に北海道部評議会・部会を栗本理

事他東日本区役員出席のもとに開催された。夜はイタ

リアンレストランで料理を食べながら、会食懇親会が

持たれた。 

4月 28日（土）には北海道部評議会・次期役員研修会

が宮内次期理事、板村次期書記の出席のもとに開催さ

れた。懇親会はロイトン札幌で持たれた。 
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北東部活動報告 

北東部部長 鈴木伊知郎(宇都宮東クラブ) 

部長主題"距離に負けるな北東部" 

"われら北東部" 

２つのテーマで各クラブ間の

交流を図り、みちのくエリアと北

関東エリアに分かれた部の融合

を目指します。また来る 2019 年

に仙台市で行われるアジア太平

洋大会の全員参加・協力を目指し

ます。また YMCA と、より良好な関

係を継続し、EMC を YMCA と共に目

指します。 

(１）部会 

9月 9日（土）宇都宮グランドホテル出席者 73名 

第一部北東部部会 

記念講演「認知になっても繋がる人」（認知症の人と家

族の会栃木県支部長）金澤林子 

第二部宇都宮東クラブ設立 25周年記念例会 

（２）部長訪問 

7 月 8 日（土）もりおかクラブ 入会式盛岡市きのえ

ね本店 

7 月 11 日（土）宇都宮クラブインド YMCA＆ワイズ卓

話年間計画 宇都宮市ホテルニューイタヤ 

7月 28日（金）  那須クラブ  キックオフ例会 

西那須野町西那須野教会 

8月 25日（金）みちのくエリア５クラブ合同例会ビア

ガーデン例会 仙台市藤﨑百貨店 

9月 10日（日）仙台広瀬川クラブ 楽天応援例会  仙

台市 kobo パーク宮城 

10 月 17 日（火） 仙台クラブ 芋煮例会 仙台市仙台

YMCA 

10 月 28 日（土） 石巻広域クラブ 津波教え石除幕式

( 宇 都 宮 東 ク ラ ブ で 参 加 ）                                           

石巻市荻浜地区 懇親会 金華山ホテルニューさかい 

1月 9日（火）宇都宮クラブ新年（落語）例会  宇都

宮市ホテルニューイタヤ 

1月 26日（金）（仙台地区）４クラブ新年合同例会 石

巻市石巻グランドホテル 

5月 16日（水）会津クラブ 会津若松市 若松栄町教会 

（３）EMC 委員会報告 

１１月２７日（土）に開催した実行委員会で、候補地

を挙げ、それぞれのアプローチ法を検討しました。 

（４）部バナーの作成 

今まで北東部のみ部のバナーがなく、3 年越しの北東

部のプロジェクトであるバナーを自分たちでデザイ

ンし完成させました。※第 21 回東日本区大会で初披

露しました。 

（５）2019 仙台ｱｼﾞｱ太平洋地域大会に備えて 

アジア太平洋地域大会HCC実行委員会が大会開催を行

うものですが、北東部としては開催地の部として多く

のメンバーが実行委員会に参加し、実行委員会の指揮

の下、準備段階や大会開催中には、さらに多くのメン

バーが実働部隊として動くことになります。 

被災地の仙台市において大会が開催されました。 

 

誉として思い、東北の被災地の現状と復興、そして感

謝の思いを世界に伝えたいと思います。 

次期部長の主題が「チャンス到来われら北東部から

世界へ」としており、次年度の部会は大会開催への決

起大会にする予定です。 

大会開催にあたり、現部長がアジア太平洋地域大会

HCC 実行委員会のメンバーになっており、大会成功の

ために次次期に現部長が再登板し、大会開 

「われら北東部、世界のワイズメンズと共に前へ進

もう」を掲げたいと思います。 

 

 

 

 

関東東部活動報告 

関東東部部長 長尾昌男(千葉クラブ) 

1.部長主題 「義務を果たして、ク

ラブと関東東部の活性化を図ろう」 

2.活動報告 

(1) 第 21 回関東東部部会は 2017

年 9 月 30 日（土）千葉市美術館 

にて開催しました。（総参加者 75

名） 

第１部の式典（部会）の中で国際表彰の伝達と九州

北部豪雨緊急支援募金をお願いした。（募金額
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39,000 円を第４部の懇親会の中で栗本東日本区理事

に託す） 

第２部は千葉市美術館館長の河合正朝氏に 

よる「千葉市美術館の沿革と『浮世絵師･鈴木春 

信の魅力』」についての記念講演。この講演は一 

般に公開としました。 

第３部は同美術館で開催中の「ボストン美術館 

浮世絵名品展」を任意で鑑賞して頂きました。 

第４部の懇親会ではミニ演奏会とクラブのアピ 

ール、沼津の東日本区大会／仙台のアジア太 

平洋地域大会の PR と続き閉会となりました。 

(2)ＥＭＣに関する会合関係 

①関東東部ＥＭＣ事業委員会２回開催 

（2017/9/16、2017/11/18） 

②４部(東新部､関東東部､あずさ部､湘南･沖縄部)合

同ＥＭＣシンポジウム（2018/2/17） 

関東東部 16 名参加、パネリストに所沢クラブの澁

谷メンを推薦 

③船橋地区のエクステンションに向けた意見交 部

会２回開催（2018/3/28、2018/5/18） 

(3)在京 18クラブ合同新年会（2018/1/13）  

参加者 約 150 名、チャーター4 年目の東京 

ベイサイドクラブが見事ホスト役を果たす。 

(4)評議会･研修会の開催関係 

（東京ＹＭＣＡ東陽町コミュニティ－センター） 

①第１回評議会（2017/07/15） 

②第２回評議会（2017/11/18）ＣＳ事業管理･運用

規定改訂（支援金支給の緩和） 

・ 東京江東クラブ：チャイルドガーデン支援 

・ 東京ベイサイドクラブ：湾岸ゴミ拾い支援 

・ 東京東クラブ：下町こどもﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ支援 

③第３回評議会（2018/04/21）ＩＹＣユース支援金

補助の承認（2 名 各 25,000 円） 

④部役員引継会、部役員研修会 

(5)国際ＢＦ代表ロビンソン夫妻受入（関東東部）

川越クラブがホスト（2018/6/5～6/6） 

(6)クラブの公式訪問  

（延べ同行部役員 43 名） 

 ＜会員数：129 名 2018/6/末 現在＞ 

①東京江東クラブ 前期：2017/8/19 

後期：2018/3/15 ＜会員数：21名＞ 

②千葉クラブ    前期：2017/9/09 

後期：2018/3/10 ＜会員数：14名＞ 

③東京グリーンクラブ 前期：2017/8/16 

後期：2018/3/21 ＜会員数：18名＞ 

④埼玉クラブ   前期：2017/8/28 

後期：2018/3/26 ＜会員数： 7名＞ 

⑤東京北クラブ  前期：2017/7/19 

後期：2018/4/18 ＜会員数： 9名＞ 

⑥所沢クラブ    前期：2017/8/12 

後期：2018/4/14 ＜会員数：10名＞ 

⑦東京ひがしクラブ前期：2017/9/14 

後期：2018/3/08 ＜会員数：12名＞ 

⑧川越クラブ       前期：2017/8/26 

後期：2018/2/24 ＜会員数：11名＞ 

⑨茨城クラブ      前期：2017/8/04 

後期：2018/3/02 ＜会員数：13名＞ 

⑩東京ベイサイドクラブ 前期：2017/8/26 

後期：2018/2/21 ＜会員数：14名＞ 

東新部活動報告 

東新部部長 伊藤幾夫 (東京多摩みなみ) 

今期は EMCを重点課題と考え、

部長主題に「E 人になろう！」を

掲げて活動してきました。EMC の

E に関しては、2017 年 7 月にエ

クステンション委員会を発足さ

せ、すぐに町田地域の新クラブ

設立準備を進めてきました。7 月

から毎月設立準備委員会を開催

し、会員候補者のリストアップ

を進めてきました。候補者が 26 

名に達したので、2018 年 4 月から新会員候補者を交

えた準備例会を毎月開催しています。徐々に候補者

の出席も多くなり、活発な議論も繰り広げられるよ

うになりました。今年の秋あたりには設立総会を迎

えられるよう取り組んでいます。 

また、EMC の M(新入会員)に関しては、7 月に東京

世田谷クラブ、2 月に東京センテニアルＹサービスク

ラブ、5 月には東京むかでクラブで入会式が行われま

した。各クラブでは、独自の入会勧誘パンフレットを

作成し、活発に会員増強に努めています。残念なのは、

今期で信越妙高クラブが解散となりました。東京

YMCA 妙高高原ロッジが 2018 年 3 月をもって閉館し

たことが大きな理由です。また、東京まちだクラブと
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東京コスモスクラブが合併し、新年度から「東京町田

コスモスクラブ」として再出発することになりまし

た。期待したいと思います。 

部大会でのボッチャ競技 

東京 YMCA 社会体育・保育専門学校で開催しました。 

第 1 部の式典では、部長主題の「E 人になろう！ 

を再確認し、EMC の強調に努めました。第 2 部では、

2020 年東京パラリンピック正式種目のボッチャ競 

技を桜美林大学の学生さんをインストラクターに招

き、社会体育・保育専門学校の学生にも協力してもら

い、参加者全員で競技を体験しました。 

第 3 部では、場所を東京 YMCA 東陽町センターに移動

して懇親会を開催しました。参加者は 62 名。 

2 月 17 日には、東京 YMCA 山手センターで 4 部（東

新部、関東東部、あずさ部、湘南・沖縄部）合同 EMC

シンポジウムを開催しました。4 部から推薦されたパ

ネリストにワイズに入会して感じたことを発題して

いただきました。これからのワイズにとってヒント

になることを共有し合いました。最後に「変える勇気

をもとう」との決意表明を全会一致で採択しました。 

  4 部合同 EMC シンポジウム 

2018 年 3 月 6～8 日には、東京 YMCA 妙高高原ロッ

ジにて、「感謝・さよならパーティ」を開催しました。

シニアスキーキャンプもオプションとして加わりま

した。西は神戸、北は仙台、石巻から、総勢 39 名の

出席となりました。ワイズメンばかりでなく、東京

YMCA 妙高高原ロッジゆかりの方々などが参加されま

した。妙高高原ロッジの 32 年間をスライド、語りな

どによって振り返りました。特筆すべきは、2011 年

3 月 11 日東日本大震災の際の、妙高高原ロッジと信

越妙高クラブの果たした役割です。ワイズメンズク

ラブ東日本区がいち早く、支援対策本部（本部長：田

中博之さん）を立ち上げ、妙高高原ロッジに支援物資

を全国から集め、仕分けし、被災地に運搬しました。

今回、仙台から出席された村井伸夫仙台 YMCA 総主事

は当時を振り返り、被災地に支援物資が届いたとき

の感謝はことばでは言い表せませんと涙ながらに話

されました。「私たち被災者にとって、妙高高原ロッ

ジは“聖地”なのです」と語ったことばは強く印象

に残りました。 

妙高高原ロッジ感謝・さよならパーティ 

3 日間のパーティで集められた金額の中から東日本

大震災復興支援のために東京 YMCA へ 22,440 円、ワ

イズメンズクラブ東日本区へ 22,440 円を献金しま

した。みなさまのご協力に感謝いたします。 

あずさ部活動報告 

あずさ部部長 大野貞次(東京西クラブ) 

あずさ部は１１クラブで構成さ

れ各地域で特徴ある活動をしてま

いりました。ＤＢＣ・ＩＢＣを含め

クラブ間交流を行い・またユース

サポートにも熱心に行いました。

部長方針として「継続は力なり・１

歩でも前に・そしてあがこう」をモ

ットーに各クラブを回り改めてワ

イズの皆さんの底力を確認した一

年でした。 

１）公式訪問は特にＥＭＣの実施依頼を念頭に１１

クラブを訪問した。 

各クラブとも会員の増強を２名以上できるよう 

依頼した。 

２）部評議会・部会・区役員会・その他ＣＳ活動訪 

  問 

７月１５日（土）第１回評議会開催（ヤッホー評

議会）開催地 松 本 

８月２７日（日）甲府２１クラブ入会式立会い入 

会者（米長晴信氏） 

９月８日～１０日ユース・ボランテイア・リーダ 

ー・フーラム（ＹＶＬF）参加応援 

東京ＹＭＣＡ山中湖キャンプ場で開催 
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１１月２１日（火）山手・サンライズ・たんぽぽ合同

例会出席 

１２月１０日（日）甲府２１クリスマス例会及び入会

式立ち会い（山本敦夫氏） 

１２月１６日（土）松本クラブ開催 第 19 回私費留

学生小論文コンテストアジア賞に出席 コンテスト

参加者 15名 

１２月１０日（日）甲府２１クラブクリスマス例会及

び入会式に立ち会いした。山本敦夫氏入会 

１２月１６日（土）松本クラブ 第１９回アジア賞

（私学留学生小論文コンテスト）開催  

コンテスト学生１５名参加多くのワイズメン参加 

２月１０日（土）第２回あずさ部かいじ評議会 開催 

ホストクラブ甲府２１ 

参加者メン７２名メネット９名 の参加があった。 

会 場 山梨県立図書館の多目的ホール。 

２月１７日（土）４部合同ＥＭＣシンポジュウムに参

加 

３月３日（土）東京たんぽぽクラブ 第１９回リビー

チャリテイーコンサート開催 

会 場 日本基督教団阿佐ヶ谷教会 

            来場者 ２２０名 

３月１０日（土）東京八王子クラブ 地雷廃絶 第２

０回チャリテイーコンサート開催 

会 場 八王子市北野市民センター 

４月７日（土）第１回ベビーカーコンサートｉｎ甲府   

会 場 山梨県立図書館多目的ホール 

主 催 甲府２１クラブ 

４月２８日（土）第８回障碍者フライングディスク大

会 主 催 富士五胡クラブ 

５月１２日（土）第３回あずさ部評議会 開催 

ホストクラブ 富士五湖クラブ 

終了後 富士五胡クラブ１５周年例会が行われた。 

湘南・沖縄部活動報告 

湘南・沖縄部部長 金子功(横浜クラブ) 

部長主題「Ｙ’s の絆を強め、広げよう」 

当初予定した年間プログラム

のうち、11 月のワイズデー・イ

ベントを実現できなかったこと

を除きすべての行事は予定通り

実施できた。会員数が今期中に

9 名減少したことは残念で 

あるが、栗本理事提唱のエクステンション委員会を

発足させ活発な活動をしたことは評価していただき

たい。 

１.部長公式訪問各クラブへの訪問 

２.部会開催 

7/1：横浜とつか、7/11：鎌倉、7/13：横浜、7/21：

金沢八景、7/26：厚木、7/28：横浜つづき、2018 年

2/3：沖縄那覇・沖縄合同、２．部会開催(2017 年 9 月

16 日、ワークピア横浜) 

○「幸せなら手をたたこう」の作詞者木村利人氏を講

師として招き YMCA 活動の原点を学ぶ機会とした。参

加者：64 名 

３．横浜 YMCA 主催のインターナショナル・チャリテ

ィーラン(2017 年 10 月 14 日) 

○大会実行委員長を湘南・沖縄部の部長が努め全

面的に協力した。 

４．横浜ＹＭＣＡのバザーへの協力（11月 3 日

（祝・金）/23 日（祝・木）） 

○横浜ＹＭＣＡの各ＹＭＣ拠点（横浜、鎌倉、戸

塚、厚木、北ＹＭＣＡ、金沢八景）で開催された

バザーに各クラブが積極的に参加、国際地域協力

募金に協力した。 

５．沖縄 YMCA55 年記念誌発刊に関わる募金活動協

力（2017 年 11 月～12 月） 

○沖縄・那覇クラブが募金活動の中心的役割を果

たし湘南・沖縄部としても協力した。 

６．横浜 YMCA・湘南・沖縄部合同新年会（2018 年 1

月 13 日） 

○栗本理事他区役員を含め 44名が参加、横浜 

YMCA との連携を深める新年会を開催した。 

７．湘南・沖縄部役員会及び評議会を５回開催した

（7/15、10/21、11/18、4/21、6/16） 

８．Y-Y’s 協議会が四半期ごとに開催された。（9

月、12 月、3 月、6 月） 

９．部内広報活動として部長通信を 4 回（7 月、10

月、2 月、6 月）、ならびに部報を 2回(9月、お

よび 6 月)に発行した。 

１０．エクステンション委員会活動 
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○会員増強事業主査を委員長としてエクステンショ

ン委員会(委員長佐藤節子)を立上げ 6 回にわた

って委員会活動を行った。 

１１．東京ＹＭＣＡ山手センターで行われた４部合

同の EMC シンポジウム(2 月 17 日)のパネリスト

として古賀健一郎ワイズ（横浜）が参加、部か

らも 7 名が参加した。 

１２．メネット会への協力（11 月 25日） 

   ○横浜中央 YMCA を会場として行われたメネ

ット委員会の活動に参加協力した。 

１３．横浜 YMCA 会員事業部主催の会員大会（大会

委員長鈴木茂ワイズ）に積極的に参加した。(2

月 12 日) 

富士山部活動報告 

富士山部部長 加藤 博(熱海グローリー) 

 

今年度は地元富士山部輩出の

栗本理事方針「広げようワイズの仲

間（その心はＥＭＣ）」の下、7 月１日

の第 1 回役員・評議会から 187 名

で「生き活き仲良し富士山倶楽部

（Lovery&Young-at-Heart）」、愛と

若い気持ちでＥＭＣに繋がる活動

を目指してスタートしました。Ｅ・エクステンション委員会の

立ち上げと、ＭＣ・ドロッ 

プ対策は原点回帰の「愛と熟議」訴えて参りました。１月１

４日の第２回役員・評議会では特に役員会で活発 

な議論が交わされ、新しく全国高校会議所の支援を 

富士宮クラブ主体で支援していく事が決まりました。 

富士山部役員会・評議会 3 回、ＳＮＳにて「ラブ富士山

部」配信中 

富士山部大会歓迎＆感謝の復興会 熱海芸妓の創作

歌謡ショー 82 名 

新規動員は多くは無かったが、マスコミ報道は良好。 

エクステンション委員会  伊豆市に新クラブを設立すべ

く準備開始、ＢＦ代表歓迎 

①各クラブの事業活動（は動員人数）約 400 事業 

熱海  YMCA キャンプ（40 名）、ドッジボール大会（500

名）、子供食堂（41 名）、YMCA スキー教室（31 名）年賀

はがきコンテスト（250 名） 

沼津  沼津夏まつり清掃奉仕、DBC 彦根クラブ訪問、

福祉まつり参加、外国人日本語スピーチコンテスト（4 名）

チャリティコンサート（200 名） 

伊東  たらい乗り競争参加、YMCA キャンプ（178 名）、

学童野球支援、ドッジボール大会（500 名）、 

YMCA スキー教室（82 名）、ボーリング大会 

三島  ワイズ農園（定期）、街中だがしや楽校出店、東

レアローズカップ支援農園事業、30 周年記念例会、子供

の絵画コンクール、メネット会料理教室 

下田  パソコン教室（定期）座禅教室（50 名） 

箏曲教室 

熱海 G こども料理教室（22 名）、オール熱海学童野球

大会（５チーム）、身障者ふれあい作品展、 

少年少女合唱団支援、ＹＭＣＡ俳句の会  

御殿場 介護施設定期奉仕（毎週）、御殿場夏まつり出

店、御殿場ふれあい広場支援、 

東山荘感謝の夕べ支援、時之栖イルミネーション出品  

富士  台湾 YMCA 招待、富士福祉まつり参加中学生

招待サッカー大会（32 チーム）、 

30 周年記念例会・記念事業 

富士宮 高校会議所支援、絵巻・神話の世界読み聞か

せ（100 名）、YVLF 支援、田貫湖花火大会、 

ほうとう会（50 名）、ボーイスカウト支援他多数 

熱海ＹＭＣＡ（各クラブで運営） 

英語スピーチコンテスト（50 名）合唱団支援 

新入会員 
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熱海７、沼津 2、伊東 2、三島 3、下田 1、熱海Ｇ1、御殿

場１  計 17 名 （５月 31 日） 現在 205 名 

文献・組織検討委員会活動報告 

文献・組織検討委員会委員長 

利根川恵子(川越クラブ) 

7 回の委員会を通して、以

下の（1）から（5）に挙げた活

動を予定したが、（4）、（5）は

完成に至らなかったので、来

期に継続審議とする。 

（1）「東日本区理事キャビネ

ット活動の手順」の作成 

理事から理事への引き継ぎがスムーズに行われるこ

とを目的としたマニュアルで、特に今まで、口伝とし

て成文化されずに実施されてきた理事キャビネット

の活動等について精査し、明文化を図った。2018 年

3 月 9 日付で理事に答申した。 

（2）「東日本区定款施行細則」の改訂 

東日本区定款改訂に伴い、「東日本区定款施行細則」

を見直し、改訂案を作成した。第 3 回役員会（2018 年

4 月 7-8 日）で承認され改訂がなされた。 

（3）ハンドブックの見直し 

2018-19 年度用ハンドブックの中で、改訂が必要な

規則や規定の改定案を作成し、第 3 回役員会（2018

年 4 月 7-8 日）で承認された。 

（4）「会員増強に関する提言」の検討 

  会員増強を組織の面から考えるために、委員会内

に小委員会を設置し協議を進めた。理事の方針とし

て設置された各部のエクステンション委員会の動静

を見ながら、来期も協議を継続し、最終的に提言とし

て理事に答申をする。 

（5）「東日本区大会マニュアル」の作成 

東日本区大会ホストクラブのマニュアル作成を予

定したが、今年度は編集方針、記載項目の検討のみに

止まった。来年度完成を予定している。 

 

LT 委員会活動報告 

LT 委員会委員長 北村文雄(厚木クラブ) 

栗本理事の掲げた『広げよう 

ワイズの仲間』の主題のもと、

EMC を強く念頭に置き、 

会員の意識向上、リーダーシッ

プ開発を通し、組織の再構築を

図るべく、各研修を開催した。 

・次期部長･次期事業主任研修会  

於日本 YMCA 同盟会議室 出席者３２名 

活動の重点目標を部の活性化とより主体的な事業

展開を図ることを掲げる次期理事の意向を受け、次

期部長･事業主任の皆さんとフリーディスカッショ

ン中心の研修を試みた。出席義務者、現・次期キャビ

ネットを含め、全員出席の熱気溢れる研修であった。 

・次期会長･部役員研修会 於東山荘 出席者８８名 

次期事業主任の皆さんにリーダーシップを発揮し

ていただき、各事業推進を中心に研修を行った。グル

ープ別に短い時間の中で活発な質疑応答が行われた。 

これからの、EMC の展開に SNS の facebook 等の利

用推進を図るべく、研修会で取り上げた。 

区主催の集合研修以外にも各部等で開催される研

修･シンポジューム等に LT 委員会として積極的に協

力し、また出前研修の促進を図った。 

年間を通し、LT研修の新手法の検討、EMC に繋がる

SNS の効果的な利用の検討、LT 委員会発行の各種マ

ニュアルの整備の検討を行った。 

 

JEF 委員会活動報告 

JEF 委員会委員長 村杉克己(東京北) 

村杉克己 JEF 委員長、ご逝去の

ため 小原が代理報告。 

ＪＥＦの現状報告 

故村杉委員長からの 2016～

2017 年度の現状報告より。 

昨年度達成目標 ￥５００，０

００に対し\８１３，３１２とな

った。 

２２人（２４口）・１クラブ・区大会参加者有志・北

海道部４クラブ＋東西日本区有志、内訳はプロ野球

優勝チームを祝って・役職を終えて・夫定年・手術・

家族元気・すべてに感謝・金婚式・結婚６０年・何回

目の年男・米寿・召天・子供の結婚・健康等々であっ

た。前年度繰越金￥１４，５４９，９４０を加えると

２０１６～２０１７年度末は ￥１５，３６３，２５

２となった。ワイズ読本作成立替金９７２，０００円

を支援して今年度スタートは１４，３９１，２５２円

となる。 

尚ＪＥＦ基金より、第 28 回アジア太平洋地域大会

の準備金として 250 万円を東日本区へ拠出予定。 

14,391,252 + 470,361＝14,861,613 円（2018.5.10 現

在
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以下今年度の献金一覧 

 ２０１７－１８年度 ＪＥＦ献金 2018.5.10 

２０１７年７月１８日  利根川恵子（川越） ３０，０００  

  東日本区理事として、無事任期終了感謝  

２０１7年８月９日  栗本治郎（熱海） ５０，０００  

  東日本区理事就任を記念して  

２０１７年１０月２日  富士山部部会 ５０，３６１  

  ワイズダムの発展を願って  

２０１７年１１月２０日  栗本治郎（熱海） ２０，０００  

  部エクステンション委員会のスタートを祝して  

２０１７年１１月２０日  小山憲彦（東京サンライズ） １０，０００  

  事務所の仕事を無事終えて感謝  

２０１８年２月２日  田中博之（東京） １０，０００  

  ワイズダムの発展を祈って  

２０１８年２月１３日  増田 隆（富士） １０，０００  

  ダメな部長でしたけど、無事終わることができた

のも、皆様のお陰と感謝します。少ないです

が、献金させていだただきます。 

 

２０１８年２月１５日  鈴木忠雄（三島） ２０，０００  

  三島クラブ４０周年記念献金  

２０１８年４月９日  小原武夫（東京世田谷） ２００，０００  

  故 村杉克己ＪＥＦ委員長のお働きに感謝して  

２０１８年４月１０日  尾内昌吉（東京山手） １０，０００  

  ＪＥＦ委員を１年勤めて  

２０１８年４月１１日  久保田貞視（東京八王子） ３０，０００  

  東日本区監事任期終了にあたり  

２０１８年４月２０日  光永尚生（三島） １０，０００  

  父召天記念として  

２０１８年５月２日  金子 功（横浜） １０，０００  

 ＪＥＦ委員として  

２０１８年５月７日  伊藤幾夫（東京多摩みなみ） １０，０００  

  快気感謝  

 
 

４７０，３６１ 

 

 

東日本区事務所人事委員会活動報告 

委員長 宮内友弥(東京武蔵野多摩) 

Ⅰ.第１回東日本区事務所人事委

員会を 2017 年 12 月 15 日（金）

16 時 30 分より日本 YMCA 同盟 

２階会議室にて開催。 

出席者 栗本理事、利根川直前理

事、大川書記、宮内次期理事（委

員長）、 (小原会計欠席） 

協議結果 

1. 次年度の事務所長の件 

 次年度の事務所長については、今期事務職員の

小山憲彦さんにお願いしたいので承認願いたい。全

員賛成。 

2. アシスタント的な役割からその後引継ぎが出来 

る事務所員をどうするかについては、第２回東日本

区事務所人事委員会を開催して諮ることとする。 

3. 報酬については、第２回東日本区事務所人事委

員会にて決定する。 

Ⅱ.以上の結果を踏まえ、小山憲彦ワイズに意向を

打診し事務所員の必要の有無については、継続協議

とすることで内諾をいただきました。 

Ⅲ.第２回東日本区事務所人事委員会を書面を以っ

て電磁的方法で 2018 年 3月 6日に行い、 以下の協

議事項につき５名の委員全員一致で賛成。 
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協議事項 

1. 次年度は事務所員を置かず、事務所長の勤務時

間は本年度と同様とする。 

2. 事務所長報酬を 1,200,000 円／年（100,000 円

／月）とする。 

 

東日本大震災対策本部活動報告 

東日本大震災対策本部長  

栗本 治郎（熱海クラブ） 

 

東日本大震災支援 

募金の現状 

 

（2018 年 6 月 30 日現在） 

単位：円 

前年度繰越金額 ２５７，６６９ 

今年度献金（利息を含む） ７２１，９６８ 

今年度支援金額 ３６５，８７１ 

今年度残額（繰越金額） ６１３，７６６ 

 

各クラブで行われた支援活動 

1. 信越妙高クラブ 

活動名 第 12 回東日本大震災復興支援ワークキ

ャンプ 5名参加 

活動年月日 2017 年 10 月 17 日～10月 20日 

3 泊 4日 

2. 東京たんぽぽクラブ 

 活動名 第 12 回東日本大震災復興支援 童謡唱

歌を歌う会「歌の出前」 5名参加 

 活動年月日  2017 年 10 月 27 日（金） 

3. 横浜つづきクラブ 

活動名 東日本大震災被災地支援活動 

4名参加 

活動年月日 2017 年 10 月 19 日（木） 

4. 石巻広域クラブ 

活動名 石巻市荻浜地区津波の教え石建立プロ

ジェクト並びに除幕式  

活動年月日 2016 年 6 月 29 日～2017 年 10 月 28

日 

5. 東京たんぽぽクラブ 

活動名 東日本大震災復興支援 石巻・歌の出前 

6名参加 活動年月日  2018 年 4月 27 日 

6. 信越妙高クラブ 

活動名  第 12 回東日本大震災復興支援ワーク

キャンプ 11 名参加 

活動年月日 2018 年 6月 12日～6月 15日 

3泊 4日 

 

ヒストリアン活動報告 

ヒストリアン 仙洞田安宏(甲府） 

  ヒストリアンは「待ち」の仕 

事です。従って、年何回かの報

告については、正直とまどう所

です。ヒストリアンに関係する

事業(資料の保存)として、今年

度はクラブの周年記念行事が 4 

件、DBC の締結が 2件ありました。残念ながら新

クラブのチャーターはありませんでした。周年記

念の場合は、すべてが記念誌を発行するとは限り

ませんので、保存に関しては多少少なくなる傾向

にあります。 

 懸案の資料類の合本には手をつけられませんで

した。 

言い訳ではありませんが、少しまとまった時間が

必要かと思います。次年度には何とか手をつけた

い。 

IT アドバイザー活動報告 

IT アドバイザー 大久保知宏(宇都宮） 

東日本区ウエブサイト運用・管理 

ブリテン掲載数は 499 件に

達したものの、タイムリーな動

きが求められるニュース掲載

数は 25 件で、発信力に問題が

感じられました。サイトへの年

間訪問者数は 24,494 人で、昨

年の 24,154 人とほとんど変化 

のない状況でした。ワイズメンズクラブとしても独

自のブランディングを進め、外部へのイメージ発信



15 

 

をすべきと考えます。 

東日本区メーリングリスト管理 

年度におけるメーリングリストの活用は、一部の

グループを除き低調なものでした。年度末に熱海ク

ラブ札埜氏のご協力を得て、メーリングリストを運

用するサーバを変更しました。メーリングリストの

数などの制限がなくなったことで、より有効な活用

方法を検討することができるようになりました。 

 

 

トラベルコーディネーター活動報告 

トラベルコーディネーター長澤山泰(東京） 

BF代表ロビンソン夫妻がカナ

ダより来日！ 

TC の主な務めは BF代表の

受入及び立案ですが、2017～

2018 年度は沼津で開催され

ました東日本区大会に合わせ

て BF代表ロビンソン氏

（Fredericton EPSILON Ys Service Club）が、カ

ナダ東部フレデリクトンからご夫妻で来日され、 

東新部、富士山部、あずさ部、関東東部、湘南・

沖縄部の部長以下、各ホストクラブメンバーのご

協力をいただき、8日間の滞在を受け入れまし

た。来日当初、長時間のフライトと 2回のトラン

ジットで疲れたと話されていたご夫妻ですが、浅

草神谷バーでの東新部主催歓迎会に始まり、区大

会、甲府市、川越市、横浜市を明るく元気に廻ら

れ、各地で受けるとても温かいおもてなしに大変

感謝感激され、名残惜しく西日本区大会へ向けて

関西へ発たれました。BF代表の来日により、ワイ

ズの良さのひとつでもある良き国際親善の機会を

得られたことと思います。この度の受入に際し、

ご尽力をいただきました皆様に厚く御礼申し上げ

ます。 

 

東日本区区監事を終えて 

東日本区監事 鈴木 茂(横浜つづき） 

 久保田貞視・先輩監事のご

指導のもと、一期目の監事を

何とか務めさせていただきま

したことを感謝しています。

監事としましては二期目も、

行政監査と会計監査の両面か

ら区の運営に関し、問題があ

ればご指摘し、ワイズの的確な発展のためにお役

に立つことができればと願っています。 

 2017-18 年度の栗本理事は、中長期的観点から

会員増強運動に注力され、その一環として各部に

エクステンション委員会を設置し、複数年度にわ

たって新クラブ設立に取り組む体制を提唱されま

した。宮内新理事も会員増強に関しては、この複

数年度推進体制を継続される方針を打ち出してお

られます。監事としてもこの推進体制を見守って

ゆきたいと考えています。 

 2017-18 年度の東日本区はまた、新クラブ設立

に必要な最低会員数変更に関する国際憲法ガイド

ラインの変更に伴い、定款変更作業がやや振り回

された感もありましたが、東日本区としては世界

のワイズ運動をリードする気概をもって、規則改

定や方針策定等について西日本区とともに、イニ 

シアテイブをもって国際議会に提案する姿勢が望

まれると思われます。 

 

東日本区定款改訂委員会 

委員長 辻 剛（横浜つづき） 

2017-18 年度（栗本年度）

における定款改訂作業は、

以下のように推移しました。

1.第 2 回目の臨時代議員会

（2017 年 8 月）で承認され

ました。2.その後、英訳作業
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に入り年末に終了しました。3.2018 年 1 月、国際

憲法審査委員会に提出し審査を受けました。4.当審

査員会の推挙に基づき、国際議会により 3 月 19 日

付けで承認されました。5.以上により、改正手続き

は全て完了し、皆さまご存知のように 2018-19 年度

のスタート（7月1日）とともに発効いたしました。

足掛け 6 年にわたる改訂作業はこうして終了いた

しました。これまでご協力・ご尽力いただいた全て

のワイズに感謝申しあげます。 

なお、残務的な作業として、昨年８月の臨時代議

員会で改訂定款案が可決された後、国際協会のガイ

ドライン変更（新クラブ設立に必要最少人数を 15

名から 5名に変更）があり、それに伴う修正作業が

あります。この区報が発行される頃には修正案は 8

月の臨時代議員会で可決されて、10 月頃開催され

る予定の国際議会の承認を得てこの修正作業は終

了することになります。 

最後に、今回の定款には、前文を入れました。国

際協会からも賞賛された素晴らしい前文です。東日

本区公式ホームページに和文、英文両方を掲載して

いただいています。いろいろな場面で活用していた

だければこれに勝る喜びはありません。 

 

2018-2020 アジア太平洋地域会長 

田中博之（東京多摩みなみ） 

Action!  

アジア太平洋地域次期会

長としての 1年を終え、7月

からアジア太平洋地域会長そ

してアジア太平洋地域選出国

際議員を務めています。アジ

ア太平洋地域次期会長として

の 1年を終え、7月からアジ

ア太平洋地域会長そしてアジア太平洋地域選出国

際議員を務めています。 

この 1年間は、アジア太平洋地域の現状を学

び、取り組み課題を検討したり地域事業主任の選

任を行ったりなどの準備を進めて参りました。ア

ジア太平洋地域のミッションは、地域内の各区の

発展のための支援であり、各区の抱える問題・課

題解決の手助けであるということを原点として、

地域内のコミュニケーション、協力体制を強める

ことを最重要課題として地域の運営を進めていく

所存です。どうぞ皆さまのご協力をよろしくお願

いいたします。 

去る 8月 8日には韓国・麗水の国際大会会場に

程近い光陽市でアジア太平洋議会を開催し、昨年

度の決算、今年度の予算や来年の仙台・アジア太

平洋地域大会関連事項の承認等を得、また、各区

や各事業の今年度の取り組みを確認しました。11

日には国際大会のプログラムの合間を縫って国際

大会に参加しているアジア太平洋地域のメンバー

全員に集まっていただき、キックオフミーティン

グと称して役員の就任式や各区の現状報告を行う

ひとときを持ちました。仙台・アジア太平洋地域

大会のアピールも行われました。 

これらの集まりを通じて改めて感じたのは、日

本のワイズの皆さまのパワーと実績です。皆さま

には、日本のワイズの優れた取り組み、特に YMCA

との良いパートナーシップについて他の区、国に

IBC の関係等を通じて、さらには仙台・アジア太

平洋地域大会の場を用いて広めていただくことを

お願い申し上げるとともに、他の区、国の優れた

取り組みについては、積極的に取り入れていただ

ければ幸いです。 

私のアジア太平洋地域会長としての主題は

「Action!」です。どうぞ皆さまも、様々な課題 

の中で、現状に満足せず、ワイズメンとして最も

大切な「理想」をいつもお持ちいただき、その理

想の実現のために、それぞれが積極的に「行動」

していただくことをお願い申し上げます。東日本

区のそして各クラブのますますの発展を心からお 

祈りいたします。 

国際際議会、アジア太平洋地域議会速報 

国際議員/アジア太平洋地域会長 田中博之 

国際議会 

1） 開催日：2018.8.5～8.8 

2） 開催場所：韓国・光陽（Gwangyang）市
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Lacky Hotel 

3） 議決権者：国際議員１５名（全員出席） 

4） 主な決議事項 

●2017-2018決算承認（経常会計約2,800万円の黒

字）、余剰金が発生したのでSAS（Strong Area 

Support：昨年度創設）として各地域に、会員増

強、各種報告提出等の評価基準に則り、補助金の

支給が行われる。 

●2018-2019予算承認（経常会計約2,900万円の黒

字） 

●国際投票における会員数5～14名のクラブの特例

（Exemption）の復活（2019年度から） 

●2018年度TOF新規プロジェクトの承認 

★チリ・サンチアゴ：子供たちのソーシャルス

キル向上のためのワークショップ 

★タイ・チェンマイ：障がいを持つ若者のため

のワークショップ 

★インド・ケララ：女性の地位向上のためのプ

ログラム（ミシン、PC）） 

★インド・ケララ：女性の地位向上のためのプ

ログラム(食料生産) 

★インド・カマタカ：貧窮者のための眼科施設

の設立 

★米国・ノースカロライナ：糖尿病予防プログ

ラム 

★ジンバブエ：若者の地位向上のためのプログ

ラム（農業技術） 

★カナダ・フレデリクトン：ホームレス施設支 

 援 

●TOF-GPFの名称をTOFに戻す。 

●2018年度ワイズメネット国際プロジェクト承認 

★アルバニア・チラナ：若者の就業率向上支援 

●グリーンチームに申請があったプロジェクトへ

の支援承認 

★タイ・チェンマイYMCAの照明のLED化 

★カナダ・カンバーランドYMCAの照明のLED化 

●2022年の国際大会の開催地は米国とする。 

●‘Towards 2022 & Beyond’のGoalの文言修正

(添付) 

●ワイズの子弟以外のYEEP、STEP応募者は、3年以

上、ユースクラブまたはYMCAの会員であること

が必要な規定の追加 

●STEP応募者の年齢条件を18歳以上に引き上げ

る。(2019年1月以降の応募者から) 

●2020年以降、国際ユースコンボケーション

（IYC）の参加者は、公式に招待されない限り、ユ 

ースクラブメンバーまたはワイズメンズクラブ

のヤングメンバーのみに限定される。 

●国際ユースコンボケーションの参加者への国際

協会からの参加費補助は、ユースクラブメンバ

ーまたはワイズメンズクラブのヤングメンバー

（青年会員。26-39歳）のみに限定される。 

●USA地域の太平洋中央区の解散と所属クラブの太

平洋南西区への移管 

(5) その他報告事項 

●国際半年報（2018.2）:1,414クラブ、24,520名

(アジア太平洋地域：225クラブ、3,726名) 

●2022年国際大会開催地：ハワイまたはロングビ 

ーチ 

●次期国際書記長：Jose Varghese 2018.10.1就任 

●2019年国際議会：仙台にて開催（2019.7.14～

17） 

２． アジア太平洋議会 

(1) 開催日時：2018.8.8.14時～18時半 

(2) 開催場所：韓国・光陽市Lacky Hotel 

(3) 議決権者：地域内区理事7名（スリランカ理事

欠席） 

(4) 主な決議事項 

●2017-2018決算承認（経常会計約262万円の黒字

（未払金112万円あり、累積繰越金336万円、NDERF 
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残高477万円、ADF残高360万円、YES残高61万円） 

●2018-2019予算承認（年度末累積繰越金予測294

万円） 

●会計監査として神﨑日本YMCA同盟総主事の選任

を承認 

●2019年仙台アジア太平洋地域大会登録費

（36,000円）、地域ユースコンボケーション

（AYC）日程（2019.7.17-21）を承認 

●同、参加者に対してひとりあたりUS$100を地域

から支援する。 

●NDERFから西日本豪災害募金にUS$5,000寄付 

●YES献金の運営方法：半額をEBB（国境を越えた 

エクステンション）に、半額を新クラブメンバー

数に応じて支援金を当該区に（maxUS$50/メンバ

ー） 

●地域大会の余剰金の扱いのルールを廃止（従来

は地域、ホスト区、その他の区に分配） 

(5) その他報告事項 

●8月11日（土）、10:45～12:30に国際大会に参加

しているアジア太平洋地域メンバーの出席（約100

名）によってArea Conference(キックオフミーテ

ィング)を開催。アジア太平洋地域会長就任式、同

活動方針スピーチ、地域役員任命式、各区の現状

報告、仙台大会のプレゼン・アピールが行われ

た。席上、西日本豪雨災害献金も募られた（献金

額40,000円）。 

●2018年RDEトレーニング：12月7日（金）～9日

（日）於：カンボジア・プノンペン(8日：プノン

ペンクラブのチャーターナイトを予定) 

●2018年MYM(年央会議)：12月9日（日）～10日

（月）於：カンボジア・プノンペン 

 

 

 

 

 

 



部　名 2016 2017 2017 2018 直近 部　名 2016 2017 2017 2018 直近

クラブ名 7・1 1・1 ７・1 1・1 入会 退会 差引 増減 クラブ名 7・1 1・1 ７・1 1・1 入会 退会 差引 増減

北海道部 あずさ部

札幌 11 11 10 10 0 2 8 ▲ 2 甲府 38 38 35 35 0 0 35 0

北見 13 13 13 13 0 0 13 0 東京山手 16 16 14 14 0 1 13 ▲ 1

十勝 17 17 19 19 1 2 18 ▲ 1 東京西 18 17 15 16 1 1 16 0

札幌北 9 9 9 9 0 0 9 0 東京武蔵野多摩 13 13 12 13 0 1 12 ▲ 1

クラブ数：4 50 50 51 51 1 4 48 ▲ 3 *松本 11 11 10 10 1 0 11 1

北東部  東京サンライズ 18 17 15 15 0 0 15 0

仙台 18 18 18 17 0 1 16 ▲ 1 甲府２１ 21 23 24 26 0 0 26 0

前橋 9 9 6 6 1 0 7 1  東京八王子 18 17 17 16 1 0 17 1

宇都宮 32 34 31 29 1 1 29 0 東京たんぽぽ 7 7 7 7 0 0 7 0

仙台青葉城 10 11 12 12 0 0 12 0 *富士五湖 11 11 11 11 0 0 11 0

*足利 1 1 1 1 0 0 1 0 *長野 12 13 14 13 2 3 12 ▲ 1

*会津 5 5 5 5 0 0 5 0 クラブ数：11 183 183 174 176 5 6 175 ▲ 1

宇都宮東 8 8 8 8 1 1 8 0 湘南・沖縄部  

那須 6 6 6 6 0 0 6 0 横浜 19 19 17 17 0 4 13 ▲ 4

もりおか 11 11 12 14 0 0 14 0 *沖縄那覇 10 10 10 8 1 0 9 1

仙台広瀬川 16 16 18 17 0 0 17 0 鎌倉 9 9 9 9 0 1 8 ▲ 1

石巻広域 21 23 21 23 0 0 23 0 横浜とつか 13 13 12 11 0 0 11 0

クラブ数：11 137 142 138 138 3 3 138 0 厚木 19 20 17 17 0 1 16 ▲ 1

関東東部 金沢八景 18 17 16 15 1 1 15 0

東京江東 25 25 23 22 0 1 21 ▲ 1 横浜つづき 20 20 19 18 0 1 17 ▲ 1

千葉 13 11 12 13 2 1 14 1 *沖縄 16 15 15 13 1 1 13 0

東京グリーン 17 17 17 16 3 1 18 2 クラブ数：8 124 123 115 108 3 9 102 ▲ 6

埼玉 7 7 7 7 0 0 7 0 富士山部  

東京北 10 10 10 9 4 1 12 3 *熱海 40 40 42 45 3 2 46 1

所沢 9 9 10 10 0 0 10 0 *沼津 18 17 17 19 0 1 18 ▲ 1

東京ひがし 11 11 12 12 0 0 12 0 *伊東 27 28 27 28 0 4 24 ▲ 4

川越 10 11 11 12 0 1 11 ▲ 1 *三島 12 13 11 12 0 1 11 ▲ 1

茨城 14 14 14 13 0 0 13 0 *下田 8 8 7 8 0 0 8 0

東京ベイサイド 18 18 15 14 0 0 14 0 *熱海グローリー 22 20 19 18 0 1 17 ▲ 1

クラブ数：10 134 133 131 128 9 5 132 4 *御殿場 25 25 24 24 1 1 24 0

東新部  富士 19 20 20 19 0 3 16 ▲ 3

東京 29 29 27 27 0 1 26 ▲ 1 *富士宮 19 19 20 20 0 1 19 ▲ 1

東京むかで 16 15 14 14 1 2 13 ▲ 1 クラブ数：9 190 190 187 193 4 14 183 ▲ 10

東京世田谷 10 12 13 14 0 0 14 0

東京目黒 東日本区合計 2016 2017 2017 2018

(2016年11月解散） 7・1 1・1 7・1 1・1 入会 退会 差引

東京まちだ 総クラブ数 61 61 61 61 ▲ 2

(2018年6月解散）

東京町田コスモス 8 5 6 6 3 0 9 3 総会員数 908 917 886 884 30 54 860 ▲ 24

東京センテニアル 8 8 6 6 1 0 7 1

信越妙高 ＊印のクラブは、担当主事がいないか、または在籍していても

(2018年6月解散）

東京多摩みなみ － 14 14 13 0 0 13 0 　複数クラブ担当のため、当該クラブの人数には含めません。

クラブ数：６ 90 96 90 90 5 13 82 ▲ 8

ワイズメンズクラブ国際協会　東日本区現勢
201８.7.1

2018 7.1 2018 7.1

2018 7.1 直近
増減

5

クラブ数：59

－ －－ － － －

0

－

5 5

55

7

7 7

6 5 0 ▲ 5

0 5 0 ▲ 5
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2017-2018 年度 

第 1回東日本区役員会議事録 

日時：2017 年 7 月 8 日(土)10 時 30 分～17 時 

場 所：日本 YMCA 同盟 JRM 会議室 

出席者：30 名(内議決権者：15 名) 

記 録：東日本区書記 大川貴久 

1. 開会式 

開会点鐘            栗本理事 

ワイズソング・ワイズの信条   一同 

開会挨拶            栗本理事 

出席者確認           大川書記 

出席者 30 名(内議決権者 15 名)を確認した。 

成立宣言            栗本理事 

議決権者 16 名中 15 名出席で成立を宣言 

議案審議時には長津ユース事業主任が欠席 

議事録署名人選出 

宮内次期理事と利根川文献・組織検討委員会委

員長を指名し、承認 

 

2. 理事方針及び事業主任活動計画等 

① 理事方針 栗本理事 

・初めに、国際会長の主題とスローガンが二転三

転し、最終決定が 

主題 Let us walk in the Light-together 「と

もに、光の中を歩もう」 

スローガン Fellowship across the borders 

「国境なき友情」 

になる。 

・「広げよう ワイズの仲間」という理事主題のも

と会員の一人一人が会員増強の意識を持ち会員

増強に心掛ける、そして各部にエクステンショ

ン委員会を設置し新クラブ設立に取り組む体制

を作ってもらいたい。 

② 地域奉仕 前原事業主任 

・「思いやりをもって地域に奉仕」を事業方針とし

て地域に根差した奉仕活動を通してワイズ活動

を宣伝し、会員増強に努める。 

③ 会員増強 榎本事業主任 

・「NEO ワイズメンズクラブ」を主題に新会員を

増やし魅力的で楽しいクラブづくりが必要 

・各部にエクステンション委員会を設置し新クラ

ブ設立を目指す(複数年で取り組む体制) 

・インビテーションキャンペーン(2017.05.01～

2018.04.30)の実施ポスターを各部に配布、 各

クラブには区事務所から配布済み 

インビテーションキャンペーンは例会の出席者

のみが対象、その他表彰は例年と同じ 

④ 国際・交流 進藤事業主任 

今年は YMCA 全体がブランディングを通して

新しい変革の年のスタートとなるので、それら

の事を踏まえながら、地域奉仕事業主任や会員

増強事業主任が繋げていくそれぞれの YMCA

の働きや、それぞれのクラブの活性化を踏まえ

て、交流を活発にすることをより皆様に伝えて

いく活動と事業に中心を置いて参りたいと思い

ます。出来るだけ情報発信をして、ブリテンなど

の中身をコピーアンドペーストすればすぐ伝え

られるような内容を皆様との間の中でメディエ

ーターとして伝えられる事が出来れば、それぞ

れのワイズメンズクラブの素晴らしさが伝わっ

て行くことと出来るだけ色々なデーターを国

際・交流の方に頂ければ各部にお渡しして、それ

を展開して行くと結果的に献金に繋がっていく

のでは。 

⑤ ユース 大久保事業主任代理 

・主題は「ユース事業を通じて理事方針の実現を

目指す」とし理事方針の「広げよう ワイズの仲

間」をユース事業を通じて目指します。 

・部の強化・活性化を引き続き目標とし部主催の

ユース育成事業を前期に続いて今期も実施いた

します。なお前期は部主催のユース事業は関東

東部、北東部の二部に限られていたので、ぜひ今

回は全ての部が部主催のユース育成事業を検討

していただきたい。 

・ユース例会を開催してインビテーションキャン

ペーンにも繋がる 

 

3．各部部長活動計画 

① 北海道部 森部長 

・部長主題「EMC の強化」を掲げ会員増強に努め

る。 

・高齢化が進み会員の減少が進む 

・北海道部会は 8 月 19 日(土)北海道 YMCA で開

催される。 

② 北東部 鈴木部長 

・YMCA を支えようを掲げワイズメンバーが

100％YMCA の会員になるように努める。 

・個性の強いクラブが集まっているが、その個性

を生かしてユニークなクラブ活動を今後も推進

して、クラブの活性化につなげていきたいと思

います 

・北東部は 5 年前に分割しようとの協議が行われ

たが結果的に一丸となって歩みたいと思います。 

・エクステンション委員会の設立を部内で提案し

5 名のメンバーで構成し、方針としては YMCA

所在地で岩手県の宮古市、宮城県の気仙沼市、願

望としては福島市か郡山市に作ってみたい。い

わき市に YMCA が出来るのでそこに作って見

たい。8 月にエクステンション委員会が開けた

ら候補地を絞ってみる。 

・北東部はバナーがないので作成する。 

・部会は 9 月 9 日(土) 宇都宮グランドホテル 

③ 関東東部 長尾部長 

・部長主題「義務を果たして、クラブと関東東部の

活性化を図ろう」を掲げ、「義務を果たしてこそ

権利が生ずることを悟ろう」を覚えクラブの活

性化に繋がる行動をしよう。 
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・前々回からある「会員増強事業合同委員会」を継

承し EMC 事業を部全体で取り組む。エクステン

ションの候補地としては千葉、浦安、柏 

・YMCAとの協働として会員の意識を持ちYMCA

に協力する。そして YMCA 会員の会費も納める 

・部会は 9 月 30 日(土)千葉市美術館 13 時 30

分開催 

④ 東新部 伊藤部長 

・主題は「E 人(イーヒト)になろう」とは、俗世間

に染まらずに理想を目指す愚直な活動をしてい

るそういう意味を込めて作りました 

・今期は EMC に力を注ぎ部内にエクステンション

委員会を設置する 

町田クラブと東京コスモスクラブと連携し町田

地域の新展開を模索していく。 

・世田谷クラブで 7 月例会に入会式がある。 

・EMC シンポジウムを 2018 年 2 月 17 日(日)に

開催、出来れば他の部とコラボそして出来れば

東日本区ともコラボしてシンポジウムを開催し

てみたい。 

・東新部部会 10 月 14 日(土)東京 YMCA 

⑤ あずさ部 大野部長 

・主題は「継続は力なり・一歩でも前に・そしてあ

がこう」 

・「継続は力なり」は各クラブの地域性を生かし今

までの事業を継続していくことが、あずさ部の

力になる、 

・「一歩でも前に」には、今までの CS 事業だけで

はなく、新しい CS 事業を考えられないか、それ

によって同調してくれる仲間が増えるのではな

いか、結果的には会員増強に繋がるのでは。 

・「そしてあがこう」はあがかないと会員増強はで

きない、一年間皆であがいてみて一人でも二人

でもふやす努力をする。 

・あずさ部部会 10 月 21 日(土) 

⑥ 湘南・沖縄部 金子部長 

・「Y’ｓの絆を強め、広げよう」を主題に、ワイズ

メンとしての絆を強め、一人でも多くのワイズ

メンを増し広めよう。 

・湘南・沖縄部には横浜 YMCA の拠点が約 34 ヶ

所あるがほとんどワイズメンズクラブが無い。

まさにエクステンションの宝庫でもある、部の

EMC事業主査を中心にEMC委員会活動を展開

して行く、とりあえず藤沢にエクステンション

できるように活動中 

・湘南・沖縄部部会 9 月 16 日(土) 

⑦ 富士山部 加藤部長 

・昨年の 10月に富士山部のエクステンション委員

会の立ち上げの準備をし、1 月に委員会の顔合

わせ会をし、7 月 1 日から立ち上げた。 

・富士山部部会 9 月 24 日(日) 

 質疑応答 

 

 

4．議案審議 

第 1 号議案「2016-2017 年度東日本区第 4 回役員

会議事録承認の件」 

(提案者：利根川直前理事) 

当日配布された議事録に基づき審議 

採決：全員挙手にて承認 

第 2 号議案「2016-2017 年度東日本区年次代議員

会議事録承認の件 

(提案者：利根川直前理事) 

当日配布された議事録に基づき審議 

   採決：全員挙手にて承認 

第 3 号議案「2016-2017 年度東日本区会計決算報

告および会計監査報告承認の件」 

  (提案者：利根川直前理事) 

当日配布された決算書、監査報告についての審

議 

2016 年 7 月～3 月までの決算は既に承認済みな

ので 4 月～6 月までの 3 ヶ月分の決算と監査報

告 

採決：全員挙手にて承認 

監査報告に関しては現在、久保田監事と鈴木監

事のサインになっているがこれを 2016-2017 年

度の監事(駒田監事と久保田監事)のサインにて

承認とする。 

結果報告は次回の役員会にて報告とする。 

第 4 号議案「2017-2018 年度東日本区主催の会合

での礼拝献金贈呈先の件」 

(提案者：栗本理事) 

2017-2018 年度東日本区主催の会合での礼拝献

金贈呈先を「東日本区東日本大震災支援募金」お

よび「熊本 YMCA 支援募金」とする。但し、緊

急に対応を行う必要がある案件が発生した際は、

常任役員会の決議により、贈呈先を変更するこ

ともあり得る。 

    採決：全員挙手にて承認 

第 5号議案「第 28回アジア太平洋地域大会開催地

立候補承認の件(開催場所および開催日)」 

     (提案者：栗本理事) 

2019 年に開催される予定の第 28 回アジア太平

洋地域大会の開催地として東日本区が立候補す

るうえで、具体的に開催場所および開催日の承

認をお願いします。 

開催場所：仙台地域(仙台国際センター)  

開催日：2019 年 7 月 19 日～7 月 21 日 

大会実行委員長：山田敏明(十勝) 

副実行委員長：加藤重雄(仙台青葉城) 

大会実行委員会事務局長：山本剛史郎(川越) 

    採決：全員挙手にて承認 

 

5．協議提案書「東日本区エクステンション委員会

の設置の件」 

  (提案者：大久保 IT アドバイザー) 

複数年任期の委員による東日本区エクステンシ

ョン委員会の設置を提案する。 
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今期は文献・組織検討委員会にて十分に検討す

る。 

 

6．委員会・専任委員等活動計画 

① 文献・組織検討委員会 利根川委員長  

・前期の年次代議員会で東日本区定款改訂案が承

認され次のステップへ進みます。そして東日本

区定款改訂委員会と連携し必要に応じてサポー

トしていきます。 

・前年度末に理事に提出された「文書化したい口

伝および用語」について提案された「理事引継ぎ

マニュアル」及び「区大会マニュアル」を作成す

る。 

・同じく前年度に提出された「会員増強に関する

提言」について十分に精査してどのように実行

していくか、エクステンション委員会の形態と

か働きであるとかその様なものを含めて継続し

て審議を進めてまいります。 

・その他ワークブックに記載の計画の説明があっ

た。 

② LT 委員会 北村委員長 

・ワークブックに記載の計画の説明があった。 

・e ラーニングを継続して検討していく。 

・部・クラブへの出前研修の実施。 

③ JEF 運営委員会 村杉委員長 

・昨年度は目標 50 万円に対して 813,312 円、今年

も目標額は 50 万円以上とする。 

・その他別紙配布資料に掲載のこれまでの収支、

支出項目の事例説明があった。 

・ワイズ読本が無くなり急遽 1 千部を増刷し

￥972,000 を支出した。これは販売した一年間

分をまとめて返す。 

④ メネット委員会 大村委員長 

・「絆を深め、多様な力でときめくメネット」を活

動方針として、ワークブックに記載の計画の説

明があった。 

⑤ 東日本大震災支援対策本部 栗本本部長 

・東日本大震災及び熊本地震は今後も支援活動を

続けていく、しかし財源が乏しいため募金につ

きましても一層の支援と協力をお願いします。 

⑥ ヒストリアン 仙洞田安宏 

・20 周年記念誌への編集協力。今年度は色々な資

料を合本整理したい。 

⑦ IT アドバイザー 大久保知宏 

・ブリテンのホームページ掲載(現在 32 クラブ)

の継続、クラブ情報ページの新設、カレンダー機

能の再構築、新メーリングリストの運用を 2017

年 8 月 1 日より運用開始する。 

⑧ トラベルコディネーター 長澤山泰 

・今年度は 2018 年 5 月 30 日～6 月 13 日の期間

に BF 代表のロビンソン夫妻(カナダ)が来日す

る、東日本区は前半の 1 週間を受け持ち区大会

に出席する予定 

⑨ 広報・伝達(PR)専任委員 大川貴久 

・最新のニュースはできるだけ早く記事にして IT

アドバイザーに送りホームページにアップする。 

⑩ 東日本区定款改訂委員会 辻委員長 

・昨年度からの定款改訂を精力的に行い、当委員会

の改定案を作成しその案をもって 6月 3日の年次

代議員会に上程し承認された。直ちに郵便投票

による臨時代議員会を開催する。 

・今期はこの定款改訂案を英訳する。 

⑪ YMCA 関連 光永連絡主事 

・ワークブック及び別紙に記載の計画・報告の説

明があった 

・今年は YMCAが 10月 1日から大きく変わる(今

後の YMCA 現況とブランディング)ことの説明

があった。 

⑫ 東日本区関連 小山事務所職員 

・特になし 

⑬ その他報告 

・部報を出すにあたり区役員の原稿をお願いした

い。 

 

7．質疑応答 

 ・特になし 

 

8．監事講評 

・久保田監事 

今回は栗本理事の初の役員会で EMC を中心に

議論をした。これからエクステンションして EMC

の強化を図っていく。そして各部長さんも理事

の方針に従って目標を達成してもらいたい。 

・鈴木監事 

まず初めに監事の責務とその責任期間はどうゆ

う関係であるか示して頂きました。 

各事業主任と各部長の方々に大変熱心に協議し

ていただいたと思います。 

この緊張感を是非一年間継続してもらいたい。 

 

9．閉会式 

① YMCA の歌         一同 

② 閉会挨拶         宮内次期理事 

 

 

③ 閉会点鐘         栗本理事 

 

10．その他 

・役員会終了後 17 時半から懇親会が開催された。 

 

【第 1 回東日本区役員会出席者】 

〔議決権保持者〕 

常任役員：栗本理事、宮内次期理事、利根川直前理

事、大川書記、小原会計 

 

 

事業主任：前原地域奉仕事業主任、榎本会員増強事

業主任、進藤国際・交流事業主任 
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部  長：森北海道部部長、鈴木北東部部長、長尾

関東東部部長、伊藤東新部部長、          

大野あずさ部部長、金子湘南・沖縄部部

長、加藤富士山部部長 

 

〔役員会構成メンバー〕 

久保田監事、鈴木監事、北村 LT 委員長、

村杉 JEF 運営委員長、大村メネット委

員長、仙洞田ヒストリアン、大久保 IT

アドバイザー、長澤トラベルコーディ

ネーター、光永連絡主事、札埜理事事務

局長、青木理事事務局長補佐、小山東日

本区事務職員 

〔オブザーバー〕 

板村次期書記、長谷川次期会計、山口

次期理事事務局長 

議事録署名人 

次期理事 

 

 

 

 

議事録署名人 

文献・組織検討委員長 
 

 

 

 

2017-2018 年度 

第 2回東日本区役員会議事録 

日時：2017 年 11 月 4 日(土)10 時 30 分～17 時 

場所：日本 YMCA 同盟 JRM 会議室 

出席者：30 名(内議決権者：16 名) 

記録：東日本区書記 大川貴久 

1.開会式 

開会点鐘            栗本理事 

ワイズソング・ワイズの信条   一同 

開会挨拶            栗本理事 

出席者確認           大川書記 

出席者 30 名(内議決権者 16 名)を確認した。 

成立宣言            栗本理事 

議決権者 16 名中 16 名出席で成立を宣言 

議事録署名人選出 

宮内次期理事と利根川文献・組織検討委員会委

員長を指名し、承認 

 

2.区事業活動報告 

① 理事報告 栗本理事 

・YMCA との協働と言うことで Y’s・YMCA パートナ

ーシップ検討委員会が立ち上がり2022年までの

5年計画で検討委員会を続ける。 

第 1回の検討委員会は 8月 25日 26日開催 

・会員数886名でスタート10月現在で908名の 22

名増 

・各クラブ 2名の会員増強を改めてお願いする。 

② 地域奉仕 前原事業主任 

・フォトコンテストを実施する。 

 アジア太平洋地域の事業として去年同様に英語

版を作成して今年も地域の RDに配布する 

・第 2回委員会を 11月 24 日に開催する 

③ 会員増強 榎本事業主任 

・10月までの会員数は 908 名で 22名増です。 

・インビテーションは今期、例会のみへの出席と

し、2018 年 4月 30日を提出期限として、5月 10

日が締め切りとする。 

・第 2 回の委員会で各部の主査に提案し、良けれ

ば年内中に各クラブに案内をして、各クラブオ

リジナルの入会パンフレットを作成してもらい

東日本区大会で展示したい。 

・部エクステンション委員会 報告はワークブッ

ク P8～14までを参照してください。 

④ 国際・交流 進藤事業主任 

・9月 2日に国際・交流事業委員会を開催 

 YMCA ブランディングを踏まえたうえでの 

国際・交流事業の見直しと、その事を踏まえた

上でさらに EMC に資するための IBC、DBC の交

流という形で様々な意見を承ることができた。 

・インターネットの活用を中心にして、自分た

ちの活動を外に広げていくと言うことが一番

大事なポイントではないかと、委員会での話

し合いとなりました。 

⑤ ユース 長津事業主任 

・8月 18日委員会を開催、活発な意見交換が交わ

されました。 

・部主催のユース事業に対して補助を行う 

・ユース事業委員会主催の AYC の報告会が四谷の

同盟で開催を予定していましたが会場の都合で、

東陽町の１階のウエルビーで開催 

 １１月１１日（土）１７時～１８時 

 

3． 各部部長活動計画 

① 北海道部 森部長 

・チミケップキャンプ場の補修工事を行い北海道

部から５万円を支援。 

・YMCA 全道サッカー大会を開催（9/10）部より 

 ３万円を支援。 

・札幌 YMCA 体育館にクライミングウォールを設置、

部より１０万円を支援。 

・来年の１月に北海道全クラブによる新年合同例

会を開催（１月８日（月）） 

・YMCA 幼稚園に毎年クリスマスカードを送ってい

るので今年も作成して送る予定です。 

② 北東部 鈴木部長 

・９月９日北東部部会を開催（73名出席） 

 ・部長公式訪問は全クラブ訪問して来ました 

 ・第 1 回 EMC 委員会を 11 月 18 日（土）仙台ＹＭ

ＣＡで開催予定、新クラブについては福島 
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  の方に作りたい 

③ 関東東部 長尾部長 

・部長公式訪問で全クラブ（10クラブ）を訪問し

てきました 

・12月 16日（土）川越クラブで入会式があり 

 出席予定、入会者は利根川太郎さん 

・関東東部ＥＭＣ委員会を 9月 16日に開催 

 第 2回は 11月 18日に開催予定 

④ 東新部 伊藤部長 

・各クラブ公式訪問で感じたことは会員の減少そ

して高齢化で苦しい状況に置かれているという

こと。 

・東新部のエクステンション委員会は、町田地域

で始動しました。 

・部大会は東京 YMCA 社会体育保育専門学校にて開

催しました。今回はユースを強調したいので、ユ

ースとボッチャで交流して来ました 

 献金ではロールバックマラリアのために 42.650

円が献金されました。 

・今後の予定としては、来年 2月 17日に EMC シン

ポジウムを東京 YMCA で４部合同開催（東新部あ

ずさ部、関東東部湘南・沖縄部）する 

⑤ あずさ部 大野部長 

・１１クラブ全て公式訪問してきました、挨拶の

中で各クラブ２名の会員増強をお願いし、もし

退会者が出た場合は退会者プラス２名の増強を

お願いしてきました。 

・入会式は甲府 21クラブと東京多摩武蔵野クラブ

の２クラブの立ち合いをして来ました。 

・あずさ部会は１０月２１日に開催され８２名の

参加でした。 

・部会開催の前にエクステンション委員会の立ち

上げをしました。 

⑥ 湘南・沖縄部 金子部長 

・9月 16日部会を開催、62名が参加 

・10月 5日 EMC 委員会を開催、委員長に部 EMC 

事業主査が就任し、中心となって 10 月 23 日に

第 2回の委員会を開催する。 

・次々期の部長が段々難しくなった。いまだにま

だ決まっていません。 

⑦ 富士山部 加藤部長 

・エクステンション委員会の立ち上げをしました。 

・新入会員は 11月現在で 11名入会しました。 

・部会は創作歌謡ショーで 82名の参加 

・熱海、三島、下田クラブが 100％達成中です。 

 質疑応答 

・在京ワイズ５クラブ（東京江東・東京グリーン・東

京北・東京ひがし・東京ベイサイド）合同例会で北

九州北部豪雨義援金（￥42.676-）を献金しました。 

・信越妙高クラブが今期いっぱいで解散します。 

 第３回の役員会に解散届を提出します。 

 

４． 委員会・専任委員等活動計画 

① 文献・組織検討委員会 利根川委員長  

・マニュアル、提言等の作成や見直しを行ってい

ます 

・委員会は隔月に１回の割合で開催しています。 

② LT 委員会 北村委員長 

・委員会を 3回開催 

・次期部長・主任研修会 10/28 開催 

・SNS（ファイスブック等）などの有効活用を検討

していきたい 

③ JEF 運営委員会 村杉委員長 

・ワイズ読本の会計処理について、立替から拠出

金 とし て処 理す るこ とを 委員 会で検 討

（￥972,000） 

 本役員会に議案提案する。 

④ メネット委員会 大村委員長 

・委員会を 2回開催する。 

・11月 25 日にメネットの集いを開催する 

・次期のメネット委員長が見つからない 

 女性のメンバーが増えて来たのでそろそろ終息

しても良いのではないかと委員会の中で意見が

あった。 

⑤ 東日本大震災支援対策本部 栗本本部長 

・資料の報告、支援募金の現状、支援活動の報告 

➅ ヒストリアン 仙洞田安宏 

・IBC、DBC を締結した場合は締結書の写しを必

ずヒストリアンまで送ってください。 

⑦ IT アドバイザー 大久保知宏 

・東日本区ウェブサイトへのアクセス状況の報告

およびその他資料の報告、 

⑧ トラベルコディネーター 長澤山泰 

・体調不良のため欠席（後日報告有り） 

⑨ 広報・伝達(PR)専任委員 大川貴久 

・特になし 

  ⑩ 東日本区定款改訂委員会 辻委員長 

・資料の報告 

・改訂定款（案）は郵便投票による今年度臨時代議

員会を招集し全員賛成で 2 回目の承認が得られ

現在は2018年7月に発行できるように翻訳作業

に取り組んでいます。 

⑪ YMCA 関連 光永連絡主事 

・ワークブック及び別紙に記載の計画・報告の 

説明があった 

 ・ロゴマークと文字（源ノ各ゴシック）の細かな制

約を説明 

⑫ 東日本区関連 小山事務所職員 

・特になし 

⑬ その他報告 

・通訳発信機（２台）を利根川直前理事を介してソ

ニーから寄付して頂きました。 

・前年度の会計決算は２回目の代議員会（郵便投

票）により承認されました。 

 

５.議案審議・協議 （議長：栗本治郎理事） 

   議決権者１６名 

 第１号議案「2017-18 年度第１回役員会議事録
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承認の件」（提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された議事録に基づき審議 

         採決：全員挙手にて承認 

 第 2号議案「第 20回東日本区大会決算報告（別

紙）及び余剰金の扱いについて」 

    （提案者：利根川直前理事） 

  区大会の決算を今期の監事２名に監査しても

らいました、次回からは当該年度の監事にお

願いする。（今回は特別）と言う事を記録に残

す      採決：全員挙手にて承認 

  余剰金（￥290,291 円）の扱いについて 

   埼玉 YMCA へ ￥150,000 円 

   東日本大震災支援募金へ ￥140,291 円 

   を寄付する 

        採決：全員挙手にて承認 

第 3号議案「第 21回東日本区大会登録費の承認

の件（提案者：栗本理事） 

 メンバー      13,000 円 

メネット      10,000 円 

ユース（29歳以下）   8,000 円 

コメット（小学生）  7,000 円 

想定参加者数：460 名 

ユースの参加費が前回と変わらないので 

出来れば安くしてもらいたかった。 

採決：全員挙手にて承認 

第４号議案「ワイズ読本購入費処理の件」 

     （提案者：栗本理事） 

 ワイズ読本 1000 冊（￥972,000 円）の購入 

費について売れた分だけ毎年返金する予定で

したが、８月７日に JEF 委員会を開催し討議

の結果、委員会より拠出する事に決定し役員

会で承認を得ることとした。 

        採決：全員挙手にて承認 

 第５号議案「東日本区定款施工細則及び東日本

区事業委員会規則改訂の件」 

       （提案者：宮内次期理事） 

 事業委員会と主任の名称の変更をしたい。 

 地域奉仕事業主任を地域奉仕・YMCA サービ  

ス主任、それに伴い地域奉仕事業委員会を地域

奉仕・YMCA サービス事業委員会と名称の変更

をしたい。 

 ・２０１８年７月１日施工とする。 

        採決：全員挙手にて承認 

 第６号議案「2018-2019 年度東日本区役員承認

の件」 （提案者：宮内次期理事） 

  添付書類の通り 

        採決：全員挙手にて承認 

 第７号議案「第２８回アジア太平洋地域大会、

準備金貸付の件」 

    （提案者：栗本理事） 

 ・準備委員会開催の交通費等に充てるため １

００万円の貸付を願いたい 

 ・JEF から拠出して、貸付する事に決定 

        採決：全員挙手にて承認 

６.監事講評 

久保田監事 

・部の活動強化、各部独自の事業を盛り上げて

会員増強につなげてほしい 

・会員増強について、各部にエクステンション

委員会を立上げ沢山のクラブを作ってもらい、

会員増強につなげて欲しい。 

・CS 事業と広報の関係でフェイスブック、ツイ

ッターなどのSNSを利用して地域にPR活動を

してほしい。 

・ユースリーダーの卒業リストを作って、ワイ

ズの会員増強につなげていくためにリストの

整備をして行く必要がある。 

広報活動を行う上で東日本区のパワーポイン

トを作って各クラブでパワーポイントを使用

して地域で PR活動をしたら良いのでは。 

鈴木監事 

・今期は理事方針でもある EMC への意気込みが

皆さん非常に強いなと肌身に感じました。 

・各クラブ独自の案内を作って、そのコンテス

トの開催も一つのアイデアとして面白いので

は。 

・メネット委員長からメネット委員会の存続に

ついて、非常に重大な発言がありまして 

 役員会として今後メネット委員会をどの様に

するか検討する必要があるのではないかと思

います。 

 

7.閉会式  

① YMCA の歌         一同 

② 閉会挨拶         宮内次期理事 

③ 閉会点鐘         栗本理事 

8．その他 

・役員会終了後 17 時半から懇親会が開催された。 

【第 1 回東日本区役員会出席者】 

〔議決権保持者〕 

常任役員：栗本理事、宮内次期理事、利根川直前理

事、大川書記、小原会計 

事業主任：前原地域奉仕事業主任、榎本会員増強事

業主任、進藤国際・交流事業主任、長津

ユース事業主任 

部  長：森北海道部部長、鈴木北東部部長、 

長尾関東東部部長、伊藤東新部部長、 

大野あずさ部部長、金子湘南・沖縄部部

長、加藤富士山部部長 

〔役員会構成メンバー〕 

久保田監事、鈴木監事、北村 LT 委員長、

村杉 JEF 運営委員長、大村メネット委

員長、仙洞田ヒストリアン、大久保 IT

アドバイザー、光永連絡主事、小山東日

本区事務所職員 

〔オブザーバー〕 

板村次期書記、長谷川次期会計、 

      山田次々期理事 
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議事録署名人 

次期理事 

 

 

 

 

議事録署名人 

文献・組織検討委員長 
 

 

 

 

2017-2018 年度 

第 3回東日本区役員会議事録 

日時：2018 年 4 月 7 日(土) 

13 時～4月 8日 12時 

場所：熱海市 熱海聚楽ホテル会議室 

出席者：40 名(内議決権者：15名) 

記録：東日本区書記 大川貴久 

 

第１日目（７日） 

1.開会式 

開会点鐘            栗本理事 

ワイズソング・ワイズの信条   一同 

開会挨拶            栗本理事 

出席者確認           大川書記 

出席者 40 名(内議決権者 15 名)を確認した。 

成立宣言            栗本理事 

議決権者 16 名中 15 名出席で成立を宣言 

議事録署名人選出 

宮内次期理事と利根川文献・組織検討委員会委

員長を指名し、承認 

・黙祷 

 村杉ワイズ、塩入ワイズ 

 

2.区事業活動報告理事報告  

① 理事報告 栗本理事 

・会員数 886 名でスタート、1月 1日現在、884 名

で入会者 24名、退会者 26名の 2名減。 

各クラブに会員増強を改めてお願いする。 

 ・11月～3月までの主な行事を報告 

 ・BF 代表の申し込みはインターネットで個人が申

し込みするようになった（年齢制限が撤廃）。今

回は BF代表に 2名が選出された。 

 BF Cultural Exchange Grants（文化交流代

表）に比奈地康晴さん（東京クラブ）が選出されまし

た。２０１９年４月アフリカ訪問の予定です。 

   BF Convention Grants（国際大会参加代表）に

札埜慶一さん（熱海クラブ）が選出されました。２０１

８年８月の第28回国際大会（麗水）に代表として参

加します。 

 ・その他主な行事を報告 

② 地域奉仕 前原事業主任 

・各クラブの CS活動報告書が 11件届いていす。 

・区大会にて CS写真コンテストを開催するため只

今募集中。 

③ 会員増強 榎本事業主任 

・活動報告 

・会員移動報告、1月 1日現在で-2名、 

 入会者 8名、退会者 7名（内 5名が他界）。 

・各部エクステンション委員会の進捗状況を各部

の主査より報告書が提出された。 

 

 

・インビテーションキャンペーンは 4月 30日まで

で提出は 5月 1日。 

・クラブオリジナル入会パンフレット募集中。 

 東日本区大会の会場で展示する。 

④ 国際・交流 進藤事業主任 

 ・今期の DBC 締結は、沖縄クラブと京都トゥビー

クラブ、富士五湖クラブと京都洛中クラブの締

結がありました。 

 ・2018-2019 年度の BF代表の選考結果は 

  比奈地（東京クラブ）さんが文化交流代表として

2019 年 4月にアフリカ訪問。 

  札埜（熱海クラブ）さんが、2018 年 8月に第７

３回国際大会（麗水）に大会代表派遣。 

 ・RBM は 2020 年までの継続が決定 

ZERO マラリア 2030 キャンペーン実行委員会が

日本でも設立、4月 25日「世界マラリアデー」

8月 20日「世界モスキートデー」などに向けて

実行委員会のメンバーと協議、検討を続けてい

る。 

⑤ ユース 長津事業主任 

・去年 11月 11 日東京 YMCA 東陽町センターでエリ

アユースコンボケーションの報告会を開催、チ

ェンマイでのコンボケーション参加者 7 名、ワ

イズメン 8名の出席。 

・IYC 推薦（麗水の IYC）に須郷君、宮内君（八王

子クラブ）泉明寺さん（熱海クラブ）永坂君（宇

都宮クラブ）の 4名が参加予定。 

 追加で新井さん（埼玉クラブ）1名。 

・オープンフォーラム Y 5 月 19 日（土）墨田区

曳舟の興望館で開催 100 名程度の参加を予定し

ている。 

3.各部部長活動計画 

① 北海道部 森部長 

・1月 8日（月）十勝クラブ、札幌クラブ、札幌北

クラブで新年合同例会を開催、19名参加。 

・北見クラブはチミケップキャンプ場の支援をし、

障碍者を招待している。 

・十勝クラブでは 17施設（養護学校と施設）にク

リスマスのもち米をプレゼントした。 

② 北東部 鈴木部長 

 ・仙台地区 4 クラブ＋もりおかクラブ新年合同例

会が開催され、アジア太平洋地域大会の概要説
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明を栗本理事、山本事務局長に頂き、各クラブを

代表して仙台クラブ横倉会長より大会支援への

決意表明をいただきました。 

 ・部のバナーが無いため只今作成中沼津大会には

お披露目が出来そう。 

③ 関東東部 長尾部長 

・10月 18日に関東東部 5クラブ合同例会を開催。 

・関東東部 EMC 事業委員会では新クラブ設立の候

補地として船橋地区を候補にあげる。 

 

④ 東新部 伊藤部長 

・１１月の第２回評議会で信越妙高クラブの解散

を承認しました、そして妙高高原ロッジ感謝・さ

よならパーティーを３月６日～８日開催も承認。 

・エクステンション委員会の報告として、新クラ

ブ設立委員会を立ち上げ、５回の準備会を開き

第１回準備例会を４月１８日に開催するとのこ

と。１５名程度の候補者が出席する予定。 

・４部合同 EMC シンポジウムを２月１７日に開催、

６６名の出席。 

⑤ あずさ部 大野部長 

・あずさ部、現勢力 2018 年 1 月 1 日現在 176 名

（入会 4 名 休会 2 名）現在休会者 1 名復帰し、3

月 1日現在 177 名。 

・１２月１６日松本クラブの第１９回アジア賞開

催コンテスト学生１５名参加。 

・２月１０日第２回あずさ部評議会を開催。参加

者メン７２名、メネット９名。 

・４月７日ベビーカーコンサート in甲府 

 主催：甲府 21 

・５月１２日第 3回あずさ部評議会 

  ホスト：富士五湖クラブ 

⑥ 湘南・沖縄部 金子部長 

・湘南・沖縄部、現勢力 2018 年 1月 1日現在 108

名（2017 年 7月 1日 115 名）、会員減少の傾向がさ

らに進んでいる。 

・沖縄 YMCA 55 年史出版にかかわる募金運動に関し

沖縄那覇クラブが中心的に役割を果たした。 

・第 2回湘南・沖縄部評議会を 11月 18日に開催。 

・Y-Ys 合同新年会を 1月 13日に開催、栗本理事他 3

人の区役員を含め 44名参加。 

・部 EMC 委員会 2 月 6 日に開催、エクステンション

の可能性がある拠点を 2か所まで絞った。 

⑦ 富士山部 加藤部長 

・SNS（LOVE 富士山部）で各クラブの事業を紹介し

てきました。 

・富士宮クラブの事業で全国高校会議所を富士山

部で支援していくことが決定しました。 

・富士山部エクステンション委員会を立上げ現在、

伊豆市を候補に挙げて模索中。 

4.委員会・専任委員等活動計画 

① 文献・組織検討委員会 利根川委員長  

・「東日本区理事キャビネット活動の手順」を作成

し、理事職がスムーズに引継ぎを出来るようマ

ニュアルとして理事に答申しました。 

・定款の改訂に伴い東日本区定款施行細則の案を

纏めて役員会に提出できるよう段取りをしまし

た。 

・会員増強に関する提言は今年度中、東日本区大

会のマニュアルは年度をまたいで出して行く予

定です。 

② LT 委員会 北村委員長 

・LT委員会はほぼ毎月開催しております。 

・3月 3日～4日に次期会長研修会を開催。 

・LT 委員会は各部から要請があれば出前研修しま

す。 

・今年の研修会では SNS（フェイスブック等）を利

用して会員増強を図る。 

・LT委員会の中に SNS 推進小委員会を発足しまし

たので是非利用してほしい。 

③ JEF 運営委員会 小原委員長代理 

・今期 JEF は￥14,391,252-でスタート、3月 31日

現在で￥14,591,613-で￥200,361 円の献金があ

りました、今期村杉委員長が立てた目標は

￥500,000 ですが、まだ 30万円ほど足りません。

皆様方の献金をお願いいたします。 

④ メネット委員会 大村委員長 

・11月 25 日にメネットのつどいを開催、その中で

絵本献金の為のプチマルシェを開き￥64,000－

の売り上げがありました、そして関東東部から

も 5千円の献金を頂きました。 

 第 2 部は英国クイリングギルドフェローの講演

と実際にオリジナルカード作りを楽しみました。

参加者 55名。 

・4月 18 日あずさ部の 3クラブ合同メネット会に

参加予定。 

・4月 23日メネット委員会開催予定。 

・メネット献金 61 クラブ中 24 クラブから献金を

頂いております。 

・懸案だって次期メネット委員長が決まりました

（もりおかクラブ 井上優子さん）。 

⑤ 東日本大震災支援対策本部 栗本本部長 

・資料の報告、支援募金の現状、支援活動の報告。 

⑥ 東日本区事務所人事委員会 宮内委員長 

・次年度の事務所長を小山憲彦さんにお願いした

い。 

⑦ IT アドバイザー 大久保委員長 

・東日本区ウェブサイトへのアクセス状況の報告

およびその他資料の報告。 

⑧ 第 28 回アジア太平洋地域大会 

山田実行委員長 

・今回のテーマ「Action 前へ進もう！」 

・総務委員長に伊藤幾夫さんが就任。 

・会費は 3万円台を基本とする。 

・次回の委員会は 5月 13日（日）。 

・その他資料の報告 

⑨ トラベルコディネーター 長澤委員長 

・BF代表がカナダから来訪する。氏名は、 
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 TODD ROBINSON 夫妻、滞在期間は 5月 31日から

6 月 7 日まで東日本区（東新部-東日本区大会-

富士山部-あずさ部-関東東部-湘南・沖縄部）に

いて、それから西日本区へ移動。 

 

⑩ 広報・伝達(PR)専任委員 大川貴久 

・事務局長と連絡を密にして、絶えず新しい情報

を発信していきます。 

⑪ 東日本区定款改訂委員会 辻委員長 

・改訂定款が 3月 19日付けで国際憲法審査委員会

の推挙により、国際議会が改訂東日本区定款を

承認する旨の連絡があり、これをもって改訂手

続きがすべて終了し、2018 年 7月 1日制定・発

行となります。 

・その他資料の報告。 

⑫ YMCA 関連 光永連絡主事 

・新しいロゴの説明。 

・ワークブックおよび別紙記載の計画・報告の説

明。 

⑬ 東日本区関連 小山事務所職員 

・今後の事務所の動きとしましては、各種献金の 

集計と国際への報告並びに送金、代議委員会の

準備です。 

⑭ その他報告・質疑応答 

・日本区大会の登録状況は 4 月 7 日現在 160 名の

登録。 

 

写真撮影 

 

16 時 30 分～17時 30分 

  次期役員会 

指名委員会 

 

 18 時 30 分～20時 30分 夕食懇親会 

 

第２日目（8日） 

8時～8時 30分 日曜礼拝 

 

9 時 議案審議・協議 

 

5.議案審議・協議 （議長：栗本治郎理事） 

  議決権者 15名 

 第１号議案「2017-18 年度第 2 回役員会議事録

承認の件」（提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された議事録に基づき審議 

         採決：全員挙手にて承認 

 第 2号議案「東日本区定款一部修正の件」  

（提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

第 3号議案「東日本区定款施行細則の改定の件」

（提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議

（一部誤字訂正） 

採決：全員挙手にて承認 

 

第４号議案「信越妙高クラブ解散の件」 

  （提案者：栗本理事） 

 2017 年 11 月 18 日 第 2 回東新部評議会に

おいて承認されています。 

        採決：全員挙手にて承認 

 第５号議案「2017 年-2018 年度 東日本区会計

中間決算及び監査報告の件」 

      （提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第６号議案「2018-2019 年度東日本区理事方針

の件」 

    （提案者：宮内次期理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第７号議案「ユース活動費、YVLF 費用の経理

処理について」 

    （提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 8 号議案「201-2019 東日本区会計予算の件」 

      （提案者：宮内次期理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 9 号議案「2018-2019 年度東日本区事務所長

選任の件」 

（提案者：宮内次期理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 10 号議案「2018-2019 年度 東日本区役員承

認の件」 

      （提案者：宮内次期理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 11 号議案「第 23 回東日本区大会ホストクラ

ブ立候補の件」 

      （提案者；栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

  2020 年 6 月、北海道十勝地方にて開催 

   日時は東西連絡協議会にて協議する。 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 12 号議案「第 28 回アジア太平洋地域大会準

備金支援願いの件」 

       （提案者：栗本理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

  役員会の承認で支援金を出すことができる、

250 万円で決定。 

       採決：全員挙手にて承認 

 第 13 号議案「次期理事等の指名の件」 

     （提案者：利根川直前理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

 次年度の次々期理事だけが未定、現在模索中 
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        採決：全員挙手にて承認 

 第 14 号議案「ハンドブック掲載諸規則等の改訂

の件」 

      （提案者：栗本理事） 

 当日配布された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 第 15 号議案「RBM との連携・「世界マラリアデ

ー」（4 月 25 日）イベント企画へ

の後援」 

     （提案者：進藤 国際・交流事業主任） 

 当日配布された資料に基づき審議 

 4 月 25 日（水）17：30～19：00 

 上智大学にて開催 

        採決：全員挙手にて承認 

 

6. 質疑応答・意見交換 

 ・ロースターに女性の生年月日が入っていない

のでもし差支えなかったら入れてほしい。 

 

7．監事講評 

久保田監事 

・２日間お疲れ様でした、今期栗本理事の目標で

もあるEMCには今まで以上にアピール出来ました

が、やはり EMC 自体は各クラブが地域にアピール

できるような CS 事業を展開して行けば会員の獲

得につながるのではないか。 

・今回、議案審議については色々な形で修正事項

がありましたが、全てが正しい方向に修正され可

決された事は結構だと思います。 

・定款の改訂に４年半、大変な作業だったと思い

ます。７月１日からハンドブックに掲載出来るこ

とはいいことだと思います。 

 

鈴木監事 

・二日間にわたる熱心な討議大変お疲れ様でした。 

・国際憲法の改正によって東日本区定款の改訂を

迫られた。国際憲法が改訂になった内容について

役員会で議論にならなかった。私は日本のワイズ

メンズクラブは国際憲法に対してもっと積極的

に提言できるような姿勢が必要ではないかと思

う。 

8．閉会式 

⑦ YMCA の歌         一同 

⑧ 閉会挨拶         宮内次期理事 

⑨ 閉会点鐘         栗本理事 

９．その他 

 ・昨晩、懇親会の時に頂いた献金（￥30,712）を贈

呈、これは東日本大震災と熊本大地震の両方に

送ります。 

・エクスカーションはランチを取って MOA 美術  

館見学。 

【第 3 回東日本区役員会出席者】 

〔議決権保持者〕１６名中１５人出席 

常任役員：栗本理事、宮内次期理事、利根川直前理

事、大川書記、小原会計 

事業主任：前原地域奉仕事業主任、榎本会員増強事

業主任、進藤国際・交流事業主任、長津

ユース事業主任 

部  長：森北海道部部長、鈴木北東部部長、 

長尾関東東部部長、伊藤東新部部長、       

大野あずさ部部長、加藤富士山部部長 

〔役員会構成メンバー〕 

久保田監事、鈴木監事、北村 LT 委員長、

小原 JEF 運営委員長、大村メネット委

員長、辻 定款改訂委員長、大久保 IT ア

ドバイザー、光永連絡主事、札埜理事事

務局長、青木理事事務局補佐、小山東日

本区事務所職員 

〔オブザーバー〕 

板村次期書記、長谷川次期会計、 

      山口次期副書記、山田次々期理事 

      渡辺次期広報・伝達専任委員 

      伊丹次期会員増強事業主任 

小原史奈子次期国際・交流事業主任 

      山本次期ユース事業主任、衣笠次期関

東東部部長、佐藤次期湘南・沖縄部部長、

渡邉次期富士山部部長、井上次期メネ

ット委員長 

 

議事録署名人 

次期理事 

 

 

 

 

議事録署名人 

文献・組織検討委員会委員長 

 

 

 

 

2017-2018 年度 

第 4回東日本区役員会議事録 

日時：2018 年 6月 1日(金)16 時 30 分～17 時 20 分 

場所：沼津 プラサヴェルデ 401 会議室 

出席者：29名(内議決権者：15名) 

記録：東日本区書記 大川貴久 

１.開会式 

開会点鐘          栗本治郎理事 

ワイズソング・ワイズの信条   一同 

開会挨拶          栗本治郎理事 

出席者確認         大川貴久書記 

出席者 39 名(内議決権者 15 名)を確認した。 

成立宣言          栗本治郎理事 

議決権者 16 名中 15 名出席で成立を宣言 

議事録署名人選出 

宮内次期理事と利根川文献・組織検討委員会委
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員長を指名し、承認 

 

２.区事業活動報告 

① 理事報告 栗本治郎理事 

・7 月 1 日 886 名でスタートし 4 月 30 日現在 892

名で 8名の増加です。 

・国際表彰でエルマー・クロウ賞を関東東部部長

（利根川年度）片山 啓さん（茨城）が受賞、ブ

ースター賞 田中博之さん（東京多摩みなみ）、

峰岸友彦さん（東京ベイサイド）、日野峻さん（石

巻広域）、清水弘一さん（石巻広域）、平井孝次郎

さん（石巻広域）を受賞 

３.議案審議・協議 （議長：栗本治郎理事） 

   議決権者 15名 

第１号議案「2017-18 年度第 4 回役員会議事録承

認の件」（提案者：栗本治郎理事） 

ワークブックに添付された議事録に基づき審議 

         採決：全員挙手にて承認 

第 2 号議案「2017-2018 年度 東日本区理事年次

報告および行政監査報告の件」 

     （提案者：栗本治郎理事） 

 ワークブックに添付された、2017-2018 年度東日

本区理事年次および行政監査報告に基づき審議 

         採決：全員挙手にて承認   

第 3号議案「次年度次々期理事候補者の指名につ

いて」 

（提案者：利根川恵子（直前理事）指名委員会

委員長） 

次年度の理事、次年度の次々期理事、監事２名

は第３回役員会ですでに承認済み 

次期の次々期理事の指名候補者を推薦したが

諸事情により今日現在候補者が決まっており

ません、次年度の第１回役員会までには候補

者を決めたい 

採決：全員挙手にて承認 

第４号議案「ワイズ・ユースクラブ東京―Y3 解散

の件」（提案者：栗本治郎理事） 

 ワイズ・ユースクラブ東京―Y3 解散届 

残余財産の処分方法等、添付資料に基づき審

議 

        採決：全員挙手にて承認 

第５号議案「東京まちだクラブと東京コスモスク

ラブとの合併の件」 

   （提案者：伊藤幾夫 東新部部長） 

 東新部の東京まちだクラブと東京コスモスクラ

ブの合併を承認願いたい。 

  

 

2018 年 4 月 21 日（土）開催の第 3 回東新部評

議会にて承認されています。 

 チャーター年月日は東京コスモスクラブの

1996 年 5 月 18 日とし、2018 年 7 月から東京町

田コスモスクラブとする。 

        採決：全員挙手にて承認 

第６号議案「第 3 回役員会第 2 号議案（東日本区

定款一部修正）の修正の件」 

     （提案者：栗本治郎理事） 

 ワークブックに添付された資料に基づき審議 

        採決：全員挙手にて承認 

 

4. 監事講評 

久保田貞視監事 

・この一年間理事、各部部長の主題に基づいて

色々な計画を立上げてそれを実施されたと思

いますが、それについて反省をして頂きそれ

を次期理事および次期部長さんに引きつ 

いてもらえればと思います。そして、各委員会

の皆様一年間大変ご苦労様でした。 

鈴木茂監事 

・私からは、特別に申し上げることはございま

せんが、栗本理事の主題でもある会員増強、エ

クステンションはこれからも続くテーマでも

ありますので次期もこの課題に向けて頑張っ

てもらいたいと思います。 

一年間、役員の方々大変ご苦労様でした。 

 

5. 閉会式 

① YMCA の歌     一 同 

② 閉会挨拶      宮内友弥次期理事 

③ 閉会点鐘      栗本治郎理事 

6. その他 

・役員会終了後 17 時 30 分から大会会場にて各事

業主任とメネット委員長、各部部長とリハーサル

を行う 

 

【第４回東日本区役員会出席者】 

〔議決権保持者〕 

常任役員：栗本理事、宮内次期理事、利根川直前理

事、大川書記、小原会計 

事業主任：前原地域奉仕事業主任、榎本会員増強事

業主任、進藤国際・交流事業主任、長津

ユース事業主任 

部  長：鈴木北東部部長、長尾関東東部部長、伊

藤東新部部長、大野あずさ部部長、金子

湘南・沖縄部部長、加藤富士山部部長 

〔役員会構成メンバー〕 

久保田監事、鈴木監事、北村 LT 委員長、

小原 JEF 運営委員長、大村メネ 

ット委員長、辻東日本区定款改訂委員

会委員長、仙洞田ヒストリアン、大久保

IT アドバイザー、光永連絡主事、札埜

理事事務局長、青木理事事務局長補佐、

小山東日本区事務所職員 

〔オブザーバー〕 

山田次々期理事、板村次期書記、 山

口次期副書記、長谷川次期会計、 

渡辺次期広報・伝達専任委員 

議事録署名人 
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次期理事 

議事録署名人 

文献・組織検討委員長 

 

 

 

 

 

2017-2018 年度 

年次代議員会議事録 

日時：2018 年 6月 2日(土)10 時 30 分～11時 45分 

場所：沼津 プラサヴェルデ 401 会議室 

出席者数：64名（出席者 51名、委任状 13名、合計

64名） 

記録：東日本区書記 大川 貴久 

 

開会式   （司会 大川 貴久） 

・開会点鐘         栗本治郎理事 

・ワイズソング・ワイズの信条 一 同 

・定足数確認 

 代議員定数 75名、定足数 50名、出席者 64名を確

認した。 

・成立宣言  栗本治郎理事 

東日本区定款に定める定足数を満たしているので

年次代議員会の成立を宣言した。 

 

議案審議   （議長：栗本治郎理事） 

第 1号議案「2017－2018 年度東日本区年次報告およ

び行政監査報告」 

（提案者：栗本治郎理事） 

添付資料の通り、2017-2018 年度東日本区理事年次報

告を栗本理事が説明、会員増強は 2018 年 1月 1日現

在で 884 名が 2018 年 5 月 31 日現在 892 名で 6 名の

増加です。 

2017-2018 年度行政監査報告を久保田監事が説明。添

付資料に基づき審議。 

採決：挙手による採決で承認 

第 2 号議案「2017-2018 年度東日本区中間決算報告

および会計監査報告」 

（提案者：栗本治郎理事） 

添付資料（中間会計決算報告、賃借対照表、各種献金

預貯金明細書、中間会計監査報告書）の通り、小原進

一会計より説明、添付資料に基づき審議 

続いて会計監査報告を鈴木茂監事が報告、添付資料

に基づき審議。 

採決：挙手による採決で承認 

第 3号議案「東日本区定款一部修正の件」 

（提案者：栗本治郎理事） 

これは第 3 回役員会で承認されましたが、誤解を招

くような表現が有りましたので、その部分を修正し

て第 4回役員会にて承認いただきました。 

この件について辻定款改訂委員長より補足説明を頂

き添付資料に基づき審議 

採決：挙手による採決で承認 

第 4号議案「第 23回東日本区大会ホストクラブの承

認」 （提案者：栗本治郎理事） 

2019-2020 年度第 23回東日本区大会に十勝クラブが

立候補 

開催次期 2020 年 6月 

開催場所 北海道十勝地方 

採決：挙手による採決で承認 

 

第 5 号議案「次期理事、次年度の次期理事、次年度

の次々期理事、次期監事候補者指名の件」 

（提案者：利根川恵子指名委員会委員長） 

次期理事（2018-2019 年度理事） 

宮内 友弥（東京武蔵野多摩） 

次年度の次期理事（2019-2020 年度理事） 

山田 敏明（十勝クラブ） 

次年度の次々期理事（2020-2021 年度理事） 

候補者未定 

次期監事（2018-2019 年度監事） 

鈴木 茂（横浜つづき）（継続） 

漆畑 義彦（富士） 

代議委員会の中に当該者が居りますので、当該者に

は一時退室を願い審議する。また次年度の次々期理

事の候補者は上がってきましたが、皆様色々な事情

がありまして未だに決まっていません。つきまして

は、次期の第 1 回役員会までに発表できるよう委員

会一同鋭意努力し発表できるよう頑張ります。 

採決：挙手による採決で承認 

第 6 号議案「2018-2019 年度 東日本区理事方針の

件」 （提案者：宮内 友弥次期理事） 

別紙添付資料に基づき審議 

採決：挙手による採決で承認 

 

第 7号議案「2018-2019 年度 東日本区役員の件」 

（提案者：宮内 友弥次期理事） 

添付資料に基づき審議 

一部脱字修正 

採決：挙手による採決で承認 

第 8 号議案「2018-2019 年度 東日本区会計予算の

件」（提案者：宮内 友弥次期理事） 

添付資料に基づき長谷川次期会計が説明し審議 

採決：挙手による採決で承認 

第 9号議案「郵便による臨時代議委員会実施の件」 

（提案者：栗本治郎理事） 

第 3回役員会で承認済み 

（定款第 6条第 14項）で郵便による臨時代議委員会

の承認を得るものとする。 

鈴木伊知郎北東部部長より議案 3.次期の次々期理

事候補承認の追加動議が出され、伊藤幾夫東新部

部長より賛同があり、修正案を審議した。 

議案 1.2017-2018 年度東日本区会計決算・監査報
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告の承認 

議案 2.東日本区定款一部修正案の承認 

議案 3.次期の次々期理事候補の承認 

採決：挙手による採決で承認 

 

閉会式 

YMCA の歌     一 同 

閉会挨拶     宮内友弥次期理事 

閉会点鐘     栗本治郎理事 

配付資料 

・2017-2018 年度年次代議員会議案書 

・2017-2018 年度年次報告書 

・第 3号議案提案書「東日本区定款一部修正の件」 

・第 5号議案提案書「次期理事、次年度の次期理事、

次年度の次々期理事、次期監事候補者指名の件」 

議事録署名人 

次期理事 

 

 

 

 

議事録署名人 

文献・組織検討委員長 

 

 

 

 

 

2017-2018 年度 行政監査報告 

２０１７－２０１８年度は栗本東日本区理事主題

「広げようワイズの仲間」、スローガンに「楽しくな

ければワイズじゃない」として、会員増強を積極的に

会員に働きかけ、また、エクステンション委員会を設

立して新クラブの設立に取り組んで来られました。

この区理事の積極的なリーダーシップにより、役員

である各事業主任・各部長はこれを真摯に受けとめ、

総てのワイズメンに浸透してきたと思われます。 

しかし、現実的に、会員増強については各クラブの温

度差はありますが、全体では厳しい状況にあり、ま

た、ワイズ活動についても地域・クラブ間格差はあり

ますが、地域・市民での認識については必ずしも十分

であったとは言えないところもあるように見受けら

れます。 

ワイズメンズ活動はＹＭＣＡへの協力で複数のクラ 

ブが協働することが多いのですが、実際にはクラブ

単位の活動が中心であり、良きＮＰＯとして役員も

各クラブも次の３点の検証が必要です。①市民性―

活動が地域社会に浸透し、市民との交流があるか。②

社会変革性―より良き社会を築くべく自発的に社会

的課題に取り組み成果を挙げているか。③組織安定

性―活動や組織を持続可能とするための人員の確

保・会費の納入・国際事業への献金の協力をしている

か。ワイズの活動でもこの３点を実現するためには、

現状を把握し、計画を立て、実行し、分析し、対応を

図る、いわゆるワイズのＰＤＣＡが重要です。 

その結果が会員増強にも繋がるものと判断されます。 

 研修：東日本区の研修は、３月の「次期会長・部役

員研修会」と１０月の「次期部長・事業主任研修会」

があります。各々趣向を凝らせて開催されています

が、次期クラブ会長研修会は全員出席が重要で、研修

会でクラブ会長の任務を十分理解し、他クラブとの

交流を積極的に行うべく絆をつくることです。 

また、去る１０月の「次期部長・事業主任研修会」は

自由討議の時間を十分取り、各新役員はそれぞれの

責任を自覚されたことと存じます。 

 継続性：ワイズの役員は原則１年で交替していま

すが、事業の継続性はトロイカ方式により、直前理

事・現理事・次期理事の連携で引き継いでいくことが

重要です。当期は常任役員会に於いてもほとんどの

会に常任役員全員出席し、課題を確認し合ったのは

非常に有効だったと思われます。 

 会議：年４回の役員会については直面する課題に

ついて網羅して討議されたと思われます。ただ、事業

主任・部長の報告で「ＰＤＣＡ」のＰ・Ｄについては

実施状況を報告されていますが、一部、Ｃ・Ａについ

ては省略されていたように見受けられます。各部及

び各クラブの諸事業については実施しただけでなく、

必ず反省し、改善する努力を続けることが必要と思

われます。また、議案審議については積極的に意見が

交わされ、一部議案内容の修正もありましたが、直ち

に修正され、各役員会とも活発であったと評価でき

ます。今期の委員会の事業としては、継続的に検討さ

れて成立した「改定東日本区定款」は各委員の並々な

らぬ努力の結晶でもあり、改定定款に基づいて継続

している「部ごとのエクステンション委員会」の活性

化により、新クラブ設立を始め、ワイズメン全員の力

が結集され、来期の活動がより活発になり、東日本区

ワイズダム発展に寄与することを祈念して、行政監

査報告とさせて頂きます。 

２０１７年―２０１８年度 

 
 

 

 

 

 

 

 



  

2017-2018 年度  

臨時役員会報告 

 2017-2018 年度年次代議員会（2018 年 6月 2 日）

で第 6号議案（次次期理事候補者の指名）について

は、候補者未定のため後日の郵便による代議員会で

議決することが承認されました。本件の郵便による

代議員会への上程に先立ち、電子的方法による役員

会（2018 年 7月 27日～30日）が開催され、期間中

に議決権者 16名中 14名の承認があり、候補者とし

て板村哲也さん（東京武蔵野多摩クラブ）を指名す

ることが承認されました。 

 

 

2017-2018 年度 

郵便による臨時代議員会報告 

2017-2018 年度年次代議員会（2018 年 6月 2 日）

で郵便による代議員会で決議を行うことが承認さ

れました下記 3 件につき、郵便による代議員会

（2018 年 8 月 1 日～20 日）を行った結果、代議員

72 名の内 54 名が投票し定足数（48 名）に達し、3

議案すべて賛成多数で承認されました。 

 第 1号議案：2017-2018 年度東日本区会計決算報

告および会計監査報告承認の件 

 第 2号議案：東日本区定款一部修正の件 

（注：修正定款の公式発効日は、国際議会での正式

承認日となる） 

 第 3号議案：次次期理事候補者の指名について  

次次期理事候補者 板村哲也さん（東京武蔵野多摩

クラブ）を指名することが承認されまし

１回役員会（四谷） 

 

 

ユースボランティア・リーダーズフォーラム 

（YMCA 山中湖センター） 

 

 

 

 

 

北東部部会 

 

 

東西理事連絡会議 

 

 

 

 

 

RDE トレーニング（韓国・金浦） 

                     DBC 締結 



 

 

 

2017-2018 年度 東日本大震災対策本部活動報告 

東日本大震災対策本部長 栗本 治郎（熱海） 

東日本大震災支援募金の現状（2018 年 5月 10日現在）         単位：円 

年月日  収 入 支 出 残 額 

2017/7/1 前年度繰越金   257,669 

2017/10/1 受取利息 1  257,670 

2017/10/21 あずさ部部会より 27,529  285,199 

2017/11/10 信越妙高クラブ（東日本被災地支援）  97,000  

2017/11/10 横浜つづきクラブ（東日本被災地支援）  40,920  

2017/11/10 東京たんぽぽクラブ（東日本被災地支援）  42,270  

2017/11/10 石巻広域クラブ（津波教え石除幕式）  50,000 55,009 

2017/11/ 東京山手・東京サンライズ・東京たんぽ

ぽ３クラブ合同例会 

19,000  74,009 

2017/11/27 第 20 回東日本区大会剰余金より 139,427  213,436 

2017/12/ 東京多摩みなみクラブより 12,477  225,913 

2017/12/8 三島 40周年記念例会 35,000  260,913 

2018/1/13 在京ワイズ合同新年会 91,710  352,623 

2018/2/3 富士五湖クラブ１５周年（ＤＢＣ締結式） 25,000  377,623 

2018/3/4 次期会長・部役員研修会（日曜礼拝） 15,000  392,623 

2018/3/24 富士クラブ３０周年記念例会 90,000  482,623 

2018/3/ 東京八王子クラブチャリティーコンサート 110,000  592,623 

2018/4/7 第３回東日本区役員会 15,712  608,335 

2018/5/1 東京たんぽぽクラブ（東日本被災地支援）  57,465 550,870 

1. 信越妙高クラブ 

   実施活動名  第 12 回東日本大震災復興支

援ワークキャンプ 5名参加 

   活動年月日  2017 年 10 月 17 日（火）～

2017 年 10 月 20 日（金） 3泊 4日 

2. 東京たんぽぽクラブ 

   実施活動名 第 12回東日本大震災復興支援  

童謡唱歌を歌う会「歌の出前」 5名参加 

   活動年月日  2017 年 10 月 27 日（金） 

3. 横浜つづきクラブ 

実施活動名  東日本大震災被災地支援活

動 4名参加 

活動日  2017 年 10 月 19 日 

4. 石巻広域クラブ 

実施活動名  石巻市荻浜地区津波の教え

石建立プロジェクト並びに除幕式 

実施日2015年 4月 21日～2017年 10月 28日 

5. 東京たんぽぽクラブ 

実施活動名  東日本大震災復興支援 石

巻・歌の出前 6名参加 

活動年月日  2018 年 4月 27日 

 

 

 



  

TOF ASF FF RBM YES EF
現金 切手 合計 年賀 現金 合計

札幌 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北見 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

十勝 18 22,500 0 22,500 23,400 0 22,500 22,500 9,000 9,000 14,400 9,000 0

札幌北 9 11,250 0 11,250 11,700 0 11,250 11,250 0 0 0 0 0

仙台 18 22,500 0 22,500 23,400 0 22,500 22,500 0 0 0 0 0

前橋 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

宇都宮 31 38,750 0 38,750 40,300 0 38,750 38,750 0 0 24,800 0 0

仙台青葉城 12 12,600 0 12,600 10,000 0 12,600 12,600 0 0 0 0 0

足利 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

*会津 5 6,250 0 6,250 6,500 0 6,250 6,250 0 0 0 0 0

宇都宮東 8 10,000 0 10,000 10,400 0 10,000 10,000 0 0 6,400 0 0

那須 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

もりおか 12 15,000 0 15,000 10,350 0 15,000 15,000 6,000 8,740 9,600 7,620 0

仙台広瀬川 18 22,500 0 22,500 23,400 0 22,500 22,500 0 0 0 0 0

石巻広域 21 0 0 0 13,000 0 0 3,000 3,000 5,000 5,000 0

東京江東 21 27,114 0 27,114 27,300 0 27,114 27,114 10,500 0 103,800 0 0

千葉 12 15,000 0 15,000 15,600 0 15,000 15,000 6,000 6,000 9,600 6,000 0

東京グリーン 16 20,000 0 20,000 20,800 0 20,000 20,000 8,000 8,000 12,800 8,000 0

埼玉 7 0 0 0 7,800 0 0 0 0 0 4,800 3,000 0

東京北 10 12,500 0 12,500 13,000 0 12,500 12,500 5,000 5,000 8,000 5,000 0

所沢 10 12,500 0 12,500 13,000 0 12,500 12,500 5,000 5,000 8,000 5,000 0

東京ひがし 10 0 0 0 15,600 0 0 0 0 0 9,600 0 0

川越 11 13,750 982 14,732 14,300 982 13,750 14,732 5,500 5,500 8,800 5,500 0

茨城 14 8,750 0 8,750 9,150 0 8,750 8,750 3,500 3,500 5,600 3,500 0

東京ベイサイド 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 151,138 0 0

東京 27 39,452 15,120 54,572 28,900 15,120 39,452 54,572 14,800 22,000 18,000 15,650 0

東京むかで 13 16,250 0 16,250 16,900 0 16,250 16,250 6,500 6,500 10,400 6,500 0

東京世田谷 13 16,250 0 16,250 16,900 0 16,250 16,250 6,500 6,500 10,400 6,500 0

東京まちだ 6 1,250 0 1,250 1,300 0 1,250 1,250 500 2,500 9,600 500 0

東京コスモス 6 3,750 0 3,750 3,900 0 3,750 3,750 1,500 1,500 2,400 1,500 0

東京センテニアル 5 3,000 0 3,000 1,000 0 3,000 3,000 1,000 1,000 4,800 1,000 0

信越妙高 13 5,000 0 5,000 0 0 5,000 5,000 5,000 0 0 0 0

東京多摩みなみ 13 20,250 0 20,250 29,200 0 20,250 8,500 9,500 13,900 11,500 12,000

甲府 35 43,750 0 43,750 45,500 0 43,750 43,750 17,500 17,500 28,000 17,500 0

東京山手 14 17,500 0 17,500 18,200 0 17,500 17,500 7,000 7,000 11,200 7,000 0

東京西 14 17,500 0 17,500 23,392 0 17,500 17,500 7,000 7,000 11,200 7,000 0

東京武蔵野多摩 12 15,000 0 15,000 15,600 0 15,000 15,000 6,000 6,000 9,600 6,000 0

*松本 10 6,250 0 6,250 6,500 0 6,250 6,250 2,500 2,500 4,000 2,500 0

東京サンライズ 12 15,000 9,328 24,328 15,600 9,328 15,000 24,328 6,000 6,000 9,600 6,000 0

*甲府２１ 24 30,000 0 30,000 31,200 0 30,000 30,000 12,000 12,000 19,200 12,000 0

東京八王子 17 21,250 0 21,250 22,100 0 21,250 21,250 0 0 13,600 0 0

東京たんぽぽ 5 6,250 7,650 13,900 6,500 7,650 6,250 13,900 2,500 2,500 4,000 2,500 0

*富士五湖 11 13,750 0 13,750 14,300 0 13,750 13,750 5,500 5,500 8,800 5,500 0

*長野 14 8,750 670 9,420 9,100 670 8,750 9,420 3,500 3,500 5,600 3,500 0

横浜 16 20,000 0 20,000 20,800 0 20,000 20,000 8,000 8,000 12,800 8,000 0

*沖縄那覇 10 0 0 0 0 0 0 0 5,000 5,000 0 0 0

鎌倉 9 11,250 0 11,250 11,700 0 11,250 11,250 0 4,500 7,200 0 0

横浜とつか 12 0 0 0 14,300 0 0 0 0 0 8,800 5,500 0

厚木 17 20,000 0 20,000 20,800 0 20,000 20,000 0 0 0 0 0

金沢八景 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

横浜つづき 17 21,250 0 21,250 22,100 0 21,250 21,250 8,500 8,500 13,600 8,500 0

*沖縄 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

熱海 41 51,250 52,384 103,634 102,500 52,384 51,250 103,634 20,500 20,500 32,800 20,500 0

沼津 14 17,500 0 17,500 18,200 0 17,500 17,500 7,000 7,000 11,200 7,000 0

伊東 25 31,250 0 31,250 32,500 0 31,250 31,250 37,500 12,500 20,000 12,500 0

三島 11 13,750 0 13,750 14,300 0 13,750 13,750 0 0 19,200 0 0

下田 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

熱海グローリー 17 21,250 4,896 26,146 22,100 4,896 21,250 26,146 8,500 8,500 13,600 8,500 0

御殿場 24 30,000 0 30,000 31,200 0 30,000 30,000 12,000 12,000 19,200 12,000 0

富士 19 23,750 0 23,750 24,700 0 23,750 23,750 0 0 0 0 0

富士宮 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 122,650 0 0

合計 832,416 91,030 923,446 950,292 91,030 832,416 903,196 282,300 259,240 857,688 252,770 12,000

＊ＲＢＭ：その他は、東新部（42,650）、鈴木忠雄ワイズ/三島（80,000）

BF ＣＳ

　　　2017-2018年度クラブ別各種献金一覧 2018.6.30
基礎

人数
クラブ名



 

 

ワイズメンズクラブ国際協会 

第２１回東日本区大会（沼津） 

2018 年 6月 2日（土）～4日（日）ホストク

ラブ：沼津 

『富士山のように高く』を大会テーマに、第 21 回東

日本区大会（沼津）が 6月 2日（土）～3日（日）に

プラサ ヴェルデ沼津で開催されました。来賓に頼重

沼津市長、神﨑日本 YMCA 同盟総主事、田中次期アジ

ア太平洋地域会長、大野西日本区理事および BF 代表

の ROBINSON ご夫妻を迎え、西日本区からは 48名の参

加を頂き総勢 480 名で行われました。後援を沼津市・

沼津商工会議所、静岡県東部地域コンベンションビュ

ーローに頂き、富士山部各ワイズメンズクラブから絶

大な協力を頂きました。 

【6月 1日（金）】 

第 21 回東日本区理事杯ゴルフコンペ 

ゴ ルフ場：沼津ゴルフクラブ 

 参 加 者：39名、10組 

 優  勝：土橋 勉（富士宮） 

 準 優 勝：高坂 訓（京都トップス） 

 ３  位：久保田康正（伊東） 

第４回東日本区役員会 

 会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：16：30～ 

 その後、部長・主任報告のリハーサル 

前夜祭 

 会  場：ダイワロイネットホテル１階 

    レストラン（Ｃｈａ・Ｃｈａ・チャ） 

 BF 代表の ROBINSONN ご夫妻、大野 勉西日本区理

事ご夫妻や西日本区からの参加者もあり６９名で 

開催され、理事杯ゴルフコンペの表彰が賑やかに行

われました。 

 

【６月２日（土）】年次代議員会 

 会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：10：30～11：45 

 出 席 者：６４名（定足数：５０名） 

ユースの会 

会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：10：30～11：45 

 IYC の参加者４名（須郷、平川、宮内、新井）、

BF代表の ROBINSON ご夫妻、西日本区 Yサ・ユ

ース事業主任等が加わり１７名の参加で行わ

れました。 

担当主事会 

 会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：10：30～11：45 

 １６ワイズの担当者であるYMCAスタッフが集

い、議事内容は、東西の担当主事・連絡主事マ

ニュアル改訂の件、ワイズメンズクラブ定款

改訂の報告、ワイズ・YMCA パートナーシップ

検討委員会議事録内容の共有の件でした。１

７名参加。 

メネットアワー 

 会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：10：30～12：15 

 日本 YMCA 同盟総主事の神﨑清一さまを来 

賓として陪席いただき、総勢３７名の出席 

で開催されました。 

元理事懇談会 

 会  場：プラサ ヴェルデ４階会議室 

 開催時間：12：00～12：45 

 利根川直前理事の骨折りで数年ぶりに開催され、西

日本区からも出席があり、お弁当を頂きながら情報

交換や懇親を深めました。２３名参加。 

 



 

 

オープニングセレモニー  

コンベンションホール B 

 飛龍太鼓沼津学園飛龍高等学校和太鼓部 

 

 

 

 

 

 

 

バナーセレモニー  

司会 平野正文（沼津）、泉明寺みずほ（熱海） 

７部、６１クラブ 

開会式 

 開会宣言・点鐘 

  東日本区理事 栗本治郎（熱海） 

 ワイズソング 

 ワイズの信条 

 聖句朗読・開会祈祷 

  藤間孝夫（熱海グローリー） 

 歓迎の言葉 

  稲田精治（沼津） 

来賓祝辞 

 沼津市長 頼重秀一様 

 日本 YMCA 同盟総主事 神﨑清一様 

 次期アジア太平洋地域会長 田中博之様 

 西日本区理事 大野 勉様 

メモリアルアワー 

東日本区アワー①  

司会 東日本区書記：大川貴久（熱海） 

 理事年次報告 

  東日本区理事：栗本治郎 

 年次代議員会報告 

  東日本区書記：大川貴久 

 部長報告 

  各部部長 

奈良傳賞授賞式 

  倉石 昇様、持田二郎さま 

東日本大震災支援報告 清水弘一（石巻広域） 

九州北部豪雨支援報告 光永尚生（三島） 

記念講演 

 岩崎恭子 氏『幸せはいつも自分でつかむ』

晩餐会 コンベンションホール A 



 

 

フェローシップアワー PIZZA & CONA 

 

【６月３日】聖日礼拝  

コンベンションホール B 

東日本区アワー②  

司会 東日本区書記：大川貴久（熱海） 

各事業主任・ワイズメネット委員長報告 

各種表彰 

理事引継ぎ式・役員引継ぎ式 

 司会：次期アジア太平洋地域会長 

田中博之（東京多摩みなみ） 

 司式：元国際会長 青木一芳（千葉） 

メダリオン・理事バッジ装着 

リジョン旗 栗本治郎→宮内友弥 

理事ホームクラブ旗  

熱海クラブ→東東京蔵野多摩クラブ 

   新理事所信表明・新役員紹介 

   理事挨拶・感謝 

閉会式 司会：菅沼道子（沼津） 

   礼拝献金贈呈 

ホストクラブ会長 渡邉実帆（沼津） 

  日本ＹＭＣＡ同盟より感謝状 

大会旗引継ぎ 

  沼津クラブ→東京サンライズクラブ 

   大会実行委員長挨拶 大村貴之（沼津） 

   ＹＭＣＡの歌 

閉会点鐘 

エクスカーション 

 海に幸コース  

沼津港・深海魚水族館・沼津御用邸 

参加者：４０名 

 山の幸コース  

伊豆フルーツパーク・三島スカイウォーク・三嶋大

社参加者：２２名 

 

 

 

 

 

 



 

 

2017-2018 年度 東日本区表彰一覧 

理 事 表 彰 

東日本区奈良傳賞 

倉石 昇様（千葉クラブ・1935年 1月 1日生83歳） 

千葉クラブ創立会員として 46 年間忠実に義務を

果たし、会員獲得に熱心に取り組み多くの新会員

を紹介している。常に会員意識の向上に心を砕き、

そのための寄付貢献を惜しまない。千葉 YMCA の

理事長も務め、YMCA 職員や講師・リーダーを親身

に励まし、育成に努めている。千葉 YMCA が縮小

した数年間は、所有するホテルの会議室をクラブ

例会場に提供。 

持田二郎様(東京クラブ・1933 年 10 月 11日 84 歳) 

1982 年東京クラブ入会。入会以来、36 年間クラ

ブ例会・部会・区大会に皆出席。また、CS年賀切

手 100 枚以上を継続して献品している。エルマ

ー・クロウ賞受賞、ブースター賞は 2回受賞。新

会員獲得に熱心で、新クラブ設立に中心的役割を

果たした。所沢クラブ、会津クラブ、新潟クラブ、

川越クラブ、松本クラブの 5クラブの誕生に貢献

した。 

最優秀クラブ賞 

熱海クラブ 

 今期、新入会員 6 名を獲得、例会出席率 99％、

各種献金への高い貢献など、各事業において模範

的な活動を展開されました。青少年奉仕活動には

特に熱心で地域における知名度も高い。 

優秀クラブ賞 

東京八王子クラブ 

中大学 Y（ひつじぐも）との交流に熱心で、

IYC/AYC にユースを派遣・推薦している。また、 

チャリティーコンサートを開催し多額の献金を 

続けている。 

富士五湖クラブ 

今期、15 周年を記念し京都洛中クラブと DBC を

締結。今期第 8回『障がい者フライングディスク

大会』を開催し、社会奉仕に熱心に取り組んでい

る。 

理事特別賞 

沼津クラブ 

 今期第 21 回東日本区大会をホストし、低額の登録

費で開催し、近年にない参加数の区大会を開催。ま

た、日本語スピーチコンテストやチャリティーコン

サートなど CS活動にも熱心に取り組んでいる。 

ブリテン優秀賞 

東京西クラブ  

記事の内容が多岐にわたり、『インタビュー』記事

など読んで楽しいブリテンを発行している。 

 

地域奉仕事業表彰 

CS 活動特別賞 

甲府２１クラブ 

新事業『ベビーカーコンサート in甲府』。子育て

で忙しいママに癒しの提供と 1 歳から 4 歳ぐら

いまでの幼児に音楽を楽しんでいただく。演奏中

は泣いても騒いでも踊っても大丈夫。新しい奉仕

活動としては大盛況そして大成功だった。 

三島クラブ 

子供が描く『ふるさと三島絵画コンクール』を

開催。地域貢献・発展・青少年育成を願った活

動の一環であり、40 周年記念例会に三島の要

人や保護者を招き、多くの参加者が見守る中、

表彰状授与式を開催し、ワイズメンズクラブの

知名度アップにもつなげた。 

 

YMCA サービス特別賞 

東京ひがしクラブ 

下町子供ダイニングを開催。一人で食事をし

なければならない、または保護者がいても弟

や妹の世話など忙しく孤独を感じながら食事

をしている子供たちの孤食をテーマにした子

供食堂です。 

 

 



 

 

CS 献金貢献賞（一人当たり） 

1 位：東京たんぽぽ(2,780 円)、2位：熱海(2,528

円)、3位：東京サンライズ(2,027 円) 

CS 献金達成賞 

十勝、札幌北、仙台、宇都宮、会津、宇都宮東、も

りおか、仙台広瀬川、東京江東、千葉、東京グリー

ン、東京北、所沢、川越、東京、東京むかで、東

京世田谷、東京多摩みなみ、甲府、東京山手、東

京西、東京武蔵野多摩、甲府２１、東京八王子、

富士五湖、横浜、鎌倉、横浜つづき、沼津、伊

東、三島、熱海グローリー、御殿場、富士（34 ク

ラブ） 

年賀切手収集貢献賞 

1 位：山田修司さん(熱海・228 枚)、2位：安田克

己さん(熱海・136 枚)、 

3 位：持田二郎さん(東京・105 枚) 

年賀切手収集協力賞 

川越、東京、東京サンライズ、東京たんぽぽ、長

野、熱海、熱海グローリー（7クラブ） 

 

ASF 献金貢献賞（一人当たり） 

1位：伊東(1,500 円)、2位：信越妙高(1,000 円)、

3位：東京多摩みなみ(654 円) 

ASF 献金達成賞 

十勝、もりおか、東京江東、千葉、東京グリー

ン、東京北、所沢、川越、東京、東京むかで、東

京世田谷、甲府、東京山手、東京西、東京武蔵

野多摩、東京サンライズ、甲府２１、東京たんぽ

ぽ、富士五湖、横浜、沖縄那覇、横浜つづき、熱

海、沼津、熱海グローリー、御殿場（26 クラブ） 

 

FF 献金貢献賞（一人当たり） 

1 位：東京(815 円)、2 位：東京多摩みなみ(731

円)、3位：もりおか(728 円) 

FF 献金達成賞 

十勝、千葉、東京グリーン、東京北、所沢、川越、

東京むかで、東京世田谷、東京まちだ、甲府、東

京山手、東京西、東京武蔵野多摩、東京サンライ

ズ、甲府２１、東京たんぽぽ、富士五湖、横浜、

沖縄那覇、鎌倉、横浜つづき、熱海、沼津、伊東、

熱海グローリー、御殿場（26 クラブ） 

 

プルリング収集優秀賞 

1 位：東京ベイサイド(200 ㎏)、2 位：東京グリ

ーン(76 ㎏)、3位：所沢・東京コスモス(50 ㎏) 

 

プルリング収集協力賞 

宇都宮東、千葉、東京北、川越、東京、東京世田

谷、松本、東京サンライズ、東京八王子、富士五

湖、長野、鎌倉、厚木、横浜つづき、三島、御殿 

場（16 クラブ） 

 

会員増強事業表彰 

EMC-M 部門 

EMC-M 最優秀賞 (6 名獲得) 熱海 

EMC-M 優秀賞 (3 名獲得)  千葉、三島、御殿場 

EMC-M 努力賞 (2 名獲得) 

もりおか、石巻広域、東京グリーン、所沢、東京

武蔵野多摩、甲府２１、東京八王子、金沢八景、

沼津 

EMC-M 新入会員獲得優秀個人賞 (2 名紹介) 

大澤和子さん(所沢)、高橋徳美さん(金沢八

景)、山崎英史さん(熱海)、渡邉実帆さん(沼

津)、藤田小夜子さん(三島)、 

インビテーションキャンペーン優秀クラブ賞 

1 位：東京八王子(1,060P)、2 位：所沢(960P)、

3 位：東京むかで(940P) 

インビテーションキャンペーン優秀個人賞 

城井宏邦さん(640P)（東京むかで） 

EMC-C 部門 

出席率最優秀賞 (99%) 熱海、三島 

出席率優秀賞 (90%以上) 東京たんぽぽ(98％)、 

下田(95%)、甲府 21(94%)、東京むかで(94%)、 

伊東(93%)、熱海グローリー(92%)、御殿場(91%)、 

会津(90%) 

グッドスタンディング達成賞 

(会員数 15名以上回復) 

千葉、長野 

ノンドロップ賞 (退会者ゼロ) 

札幌、北見、十勝、札幌北、仙台、前橋、仙台青

葉城、足利、会津、宇都宮東、那須、もりおか、

仙台広瀬川、石巻広域、千葉、埼玉、所沢、東京ひ

がし、川越、東京、東京むかで、東京世田谷、東京

まちだ、東京コスモス、東京センテニアル、信越

妙高、甲府、東京山手、東京西、東京武蔵野多摩、

松本、東京サンライズ、甲府２１、東京八王子、

東京たんぽぽ、富士五湖、横浜、鎌倉、厚木、熱

海、伊東、下田、御殿場、富士宮（44 クラブ） 

 

国際・交流事業表彰 

BF 献金貢献賞（一人当たり） 

1 位：伊東(5,500 円)、2位：東京(3,045 円)、3

位：東京八王子(2,216 円) 



 

 

BF 献金達成賞 

十勝、千葉、東京グリーン、東京北、所沢、川越、

茨城、東京むかで、東京世田谷、東京多摩みなみ、

甲府、東京山手、東京西、東京武蔵野多摩、東京

サンライズ、甲府２１、東京たんぽぽ、富士五湖、

横浜、横浜つづき、熱海、沼津、三島、熱海グロ

ーリー、御殿場、富士（26 クラブ） 

BF 使用済み切手収集優秀賞 

１位：仙台(3,900 円）、２位：東京八王子(3,680 円)、

３位：千葉(2,340 円) 

BF 使用済み切手収集協力賞 

川越、東京、信越妙高、東京多摩みなみ、甲府、

東京西、東京サンライズ、甲府２１、東京たんぽぽ、

富士五湖、長野、横浜つづき、沼津、三島（14 クラ

ブ） 

TOF 献金貢献賞（一人当たり） 

1位：熱海(2,500円)、2位：東京多摩みなみ(2,246

円）、3位：東京西(1,920 円) 

TOF 献金達成賞 

十勝、札幌北、仙台、宇都宮、会津、宇都宮東、

仙台広瀬川、東京江東、千葉、東京グリーン、

東京北、所沢、東京ひがし、川越、東京むかで、

東京世田谷、甲府、東京山手、東京武蔵野多摩、

東京サンライズ、甲府２１、東京八王子、東京た

んぽぽ、富士五湖、横浜、鎌倉、横浜つづき、沼

津、伊東、三島、熱海グローリー、御殿場、富士

（33 クラブ） 

RBM 献金貢献賞（一人当たり） 

1 位：東京ベイサイド(10,076 円)、2位：東京江

東(4,943 円)、3位：東京まちだ(1,920 円) 

RBM 献金達成賞 

十勝、宇都宮、宇都宮東、もりおか、千葉、東京

グリーン、東京北、所沢、東京ひがし、川越、東

京むかで、東京世田谷、東京センテニアル、東京

多摩みなみ、甲府、東京山手、東京西、東京武蔵

野多摩、東京サンライズ、甲府２１、東京八王子、

東京たんぽぽ、富士五湖、横浜、鎌倉、横浜つづ

き、熱海、沼津、伊東、三島、熱海グローリー、

御殿場（32 クラブ） 

YES 献金貢献賞（一人当たり） 

1 位：東京多摩みなみ(885 円)、2 位：もりおか

(635 円)、3位：東京(580 円) 

YES 献金達成賞 

十勝、千葉、東京グリーン、東京北、所沢、川越、 

東京むかで、東京世田谷、甲府、東京山手、東京西、

東京武蔵野多摩、東京サンライズ、甲府２１、東京

たんぽぽ、富士五湖、横浜、横浜つづき、熱海、沼

津、伊東、熱海グローリー、御殿場（23 クラブ） 

全献金達成賞 

（献金事業 7種全てを目標達成したクラブ) 

十勝、千葉、東京グリーン、東京北、所沢、川越、

東むかで、東京世田谷、東京多摩みなみ、甲府、

東京山手、東京西、東京武蔵野多摩、東京サンラ

イズ、甲府２１、東京たんぽぽ、富士五湖、横浜、

横浜つづき、熱海、沼津、伊東、熱海グローリー、

御殿場（24 クラブ） 

DBC 締結賞 

富士五湖（京都洛中クラブと締結） 

沖縄（京都トゥービークラブと締結） 

 

ユース事業表彰 

YIA 最優秀賞 

富士宮（長期の『日本高校会議所』設立支援を賞

する） 

YIA 優秀賞 

横浜、石巻広域 

YIA 推進賞（チェンマイ AYC にユース派遣の支援ク

ラブ 

宇都宮、宇都宮東、埼玉、東京北、茨城、東京武

蔵野多摩、東京八王子 

STEP 協力賞 

東京八王子（台湾のクラブに派遣） 

ロースター広告協力賞 

札幌、十勝、札幌北、仙台、宇都宮、仙台青葉城、

那須、仙台広瀬川、東京江東、千葉、東京グリー

ン、東京北、所沢、川越、茨城、東京、東京むか

で、東京世田谷、東京まちだ、東京コスモス、東

京センテニアル、東京山手、東京西、東京武蔵野

多摩、松本、東京サンライズ、東京八王子、東京

たんぽぽ、富士五湖、横浜、鎌倉、横浜とつか、

厚木、横浜つづき、熱海、熱海グローリー、富士

（37 クラブ） 

 

メネット事業表彰 

メネット委員会特別賞 

仙台、仙台青葉城、仙台広瀬川、もりおかメネッ

ト会 

 

LT 事業表彰 

LT 優秀賞 

東新部（4部合同 EMC シンポジウムを開催） 

 



 

 

 

 

 

氏　名 クラブ名

栗本 治郎 熱海

宮内 友弥 東京武蔵野多摩

利根川 恵子 川越

大川 貴久 熱海

小原 進一 熱海

前原 末子 御殿場

榎本 博 伊東

進藤 重光 東京

長津 徹 東京サンライズ

森 熊治郎 札幌北

鈴木 伊知郎 宇都宮東

長尾 昌男 千葉

伊藤 幾夫 東京多摩みなみ

大野 貞次 東京西

金子 功 横浜

加藤 博 熱海グローリー

久保田 貞視 東京八王子

鈴木 茂 横浜つづき

利根川 恵子 川越

北村 文雄 厚木

村杉 克己 東京北

小原 武夫 東京世田谷

栗本 治郎 熱海

宮内 友弥 東京武蔵野多摩

前原 末子 御殿場

榎本 博 伊東

進藤 重光 東京

長津 徹 東京サンライズ

大村 知子 三島

栗本 治郎 熱海

辻  剛 横浜つづき

仙洞田 安宏 甲府

大久保 知宏 宇都宮

長澤 山泰 東京

大川 貴久 熱海

札埜 慶一 熱海

青木 義美 熱海

栗本 治郎 熱海

小山 憲彦 東京サンライズ

光永 尚生 三島

理事事務局長

理事事務局長補佐

東日本区事務所長

東日本区事務所職員

連絡主事

2017-2018年度　東日本区役員および委員長等一覧

　　 　　　　〃　　　　　　　代行

東日本大地震支援対策本部本部長

東日本区定款改定委員会委員長

ヒストリアン

監事

監事

文献・組織検討委員会委員長

LT委員会委員長

東日本区ワイズ基金運営委員会委員長

東日本区奈良傳賞選考委員会委員長

北東部部長

関東東部部長

東新部部長

あずさ部部長

湘南・沖縄部部長

ITアドバイザー

トラベルコーディネーター

広報・伝達（PR)専任委員

東日本区事務所人事委員会委員長

地域奉仕事業委員会委員長

EMC事業委員会委員長

国際・交流事業委員会委員長

ユース事業委員会委員長

メネット委員会委員長

富士山部部長

会計

地域奉仕事業主任

会員増強事業主任

国際・交流事業主任

ユース事業主任

北海道部部長

専任委員

理事事務局

東日本区事務所

連絡主事

東
日
本
区
役
員

常
任
役
員

事
業
主
任

部
長

監事

常
置
委
員
会

事
業
委
員
会

委
員
長

特別委員会

役　職　名

理事

次期理事

直前理事

書記



 

 

年初予算額 決算額
13,991,000 12,776,500
1,517,500 1,505,200

540,000 294,000
150,000 73,665
40,000 0

109,250 107,436
0

801
3,666,492

0

3,028,197 5,279,487
19,375,947 23,703,581

年初予算額 決算額
3,884,125 3,591,973

665,850 592,718
218,500 202,309
46,000 0

160,000 52,000
475,000 443,000

1,000,000 1,000,000
1,200,000 1,200,000

100,000 21,521
2,050,000 1,750,500
1,200,000 1,039,258
1,175,000 1,143,000

400,000 331,796
450,000 446,820
400,000 205,852

1,462,000 1,588,140
100,000 33,335
570,000 154,470
50,000 26,992
35,000 21,530

100,000 859
100,000 0
80,000 80,000
40,000 40,000
80,000 80,000

140,000 140,000
70,000 60,000
20,000 20,000
10,000 20,000

3,094,472 9,417,508
19,375,947 23,703,581

2018.6.30

送金手数料・残高証明書等

　　　　　監事
　　　　　理事事務局

次期繰越金
合計

　　　　　部長
　　　　　委員長/選任委員

区報2号・区報1号・ワイズメンズワールド

東890冊・西90冊・ハンドブック30冊

入会キット等
弔電

予備費
補助金　理事/次期理事/直前理事
　　　　　書記/会計
　　　　　事業主任

ハンドブック＆ロースター
消耗品・事務用品費
EMC物品費
慶弔費

メネット委員会活動費・PC購入費他
100,000円×7部+500円×886人

前期：303,464円　後期：289254円

@500×886人（沼津クラブへ送金）

２０１７-２０１８年度　東日本区経常会計決算

備考
支出の部

備考

東：799・西：80
前期840・主事46 後期839・主事46

ワイズメンズワールド補助金
ロースター広告費
受取利息
雑収入
災害募金

国際加盟金
物品売上

収入の部

前期：1,779,508円　後期:1,812,465円

部報等印刷費他

595,000円をユース活動費に振替
預金利息受け取り
ユース活動費・YVLF会計より繰入、他
849,878円を日本YMCA同盟に送金

銀行手数料
雑費

旅費・交通費
区・事業費
部・事業費
事務通信費
宣伝印刷費
コピー機カウンターチャージ

科目
東日本区区費
ハンドブック＆ロースター
入会金

会議費

前期繰越金
合計

科目
国際会費
アジア太平洋地域会費
アジア太平洋地域災害緊急支援金
国際加盟金
ヤングメンバー補助金
東日本区大会負担金
東日本区事務所費（入会金）
　　　　　　　　　　　　（家賃）

 

 

 

 



 

 

 

 

現預金 26,088,301 未払金 103,000

貯蔵品 71,014 前受金 1,220,000

立替金 0 預り金 22,600

短期貸付金 3,000,000 東日本区ワイズ基金（JEF） 15,561,613

未収入金 115,815 各種献金残高 2,336,643

東日本大震災支援募金残高 613,766

仮払金 0 次期繰越金 9,417,508

29,275,130 29,275,130

ＪＥＦ

当期入金 1,170,361 当期支出 0

前期繰越金 14,391,252 次期繰越金 15,561,613

15,561,613 15,561,613

TOF

当期入金 950,292 当期支出（国際送金） 991,892

前期繰越金 42,900 次期繰越金 1,300

993,192 993,192

CS/ASF

当期入金　（CS） 923,446 当期支出 1,000,000

　　　　　（ASF） 282,300 　　　　　　　（国際送金） 124,270

前期繰越金 898,895 次期繰越金 980,371

2,104,641 2,104,641

ＦＦ（今期よりSC/ASF会計より分離）

当期入金 259,240 当期支出 200,000

前期繰越金 521,445 次期繰越金 580,685

780,685 780,685

ＢＦ

当期入金 1,221,080 当期支出（国際送金） 1,269,080

前期繰越金 50,000 次期繰越金 2,000

1,271,080 1,271,080

ＥＦ

当期入金 12,000 当期支出 12,000

前期繰越金 0 次期繰越金 0

12,000 12,000

ユース活動費

当期入金 1,213,739 当期支出 965,236

経常会計へ繰り入れ 1,807,080

前期繰越金 1,558,577 次期繰越金 0

2,772,316 2,772,316

貸借対照表
2018年6月30日

収入の部 支出の部

計 計

特別資金会計

資産の部 負債の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計



 

 

 ユースボランティア・リーダーズフォーラム

当期入金 1,672,000 当期支出 1,433,536

経常会計へ繰り入れ 1,808,607

前期繰越金 1,570,143 次期繰越金 0

3,242,143 3,242,143

RBM

当期入金 857,688 当期支出（国際送金） 899,688

前期繰越金 42,800 次期繰越金 800

900,488 900,488

YES

当期入金 252,770 当期支出 0

　　　　　　　（国際送金） 136,325

前期繰越金 411,671 次期繰越金 528,116

664,441 664,441

メネット

当期入金 490,500 当期支出 316,906

　　　　　　　（国際送金） 114,600

前期繰越金 184,377 次期繰越金 243,371

674,877 674,877

【各種献金残高合計】（JEFを除く）

TOF 1,300

CS/ASF 980,371

FF 580,685

BF 2,000

EF 0

ユース活動費 0

YVLF 0

RBM 800

YES 528,116

メネット 243,371

2,336,643

東日本大震災支援募金

当期入金 721,968 当期支出 365,871

前期繰越金 257,669 次期繰越金 613,766

979,637 979,637

東日本区ワイズ基金　献金一覧

氏名（所属クラブ） 氏名（所属クラブ）

利根川恵子（川越） 30,000 伊藤幾夫（東京多摩みなみ） 10,000

栗本治郎（熱海） 100,000 宮内友弥（東京武蔵野多摩） 10,000

富士山部部会 50,361 越智京子（東京たんぽぽ） 10,000

小山憲彦（東京サンライズ） 10,000 倉石　昇（千葉） 50,000

田中博之（東京） 10,000 持田二郎（東京） 100,000

増田　隆（富士） 10,000 東日本区大会晩餐会席上献金 235,000

鈴木忠雄（三島） 20,000 高嶋美知子（東京西） 30,000

小原武夫（東京世田谷） 200,000 井上修三（もりおか） 5,000

尾内昌吉（東京山手） 10,000 村杉一榮（東京北） 200,000

久保田貞視（東京八王子） 30,000 原　淑子（富士五湖） 10,000

光永尚生（連絡主事） 10,000 東日本区委員会有志にこにこ 10,000

金子　功（横浜） 10,000 小原進一（熱海） 10,000

1,170,361

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

収入の部 支出の部

計 計

計

計

収入の部 支出の部

計 計



 

 

 

 

 

 

（単位：円）

Ⅰ．資産の部

１．流動資産

現金預金

現金 現金手元在高 277,231

普通預金  郵便振替 14,694,144

 みずほ銀行 389,214

 東京東信用金庫 80,187

 ゆうちょ銀行 647,366

 みずほ銀行　(US$) 159                 US$1.61

定期預金  みずほ定期 10,000,000     

現預金合計 26,088,301

 貯蔵品

CS年賀切手 71,014

 短期貸付金

沼津クラブ  区大会準備金 500,000          

アジア太平洋地域大会準備金 2,500,000       

 未収入金

IYC参加費個人負担分　3名分 115,815

 仮払金

流動資産合計 3,186,829

２．固定資産

固定資産合計 0

資産合計 29,275,130

Ⅱ.負債の部

１．流動負債

 未払金

メネット献金　東日本大震災募金 103,000

 前受金

YVLFクラブ分担金 1,220,000

 預り金

足利クラブ ロースター過送金分 100

沼津クラブ　過送金 6,000

東京センテニアル　過送金 9,000

金沢八景　過送金 7,500

 東日本区ワイズ基金 15,561,613

 東日本大震災支援募金 613,766

 各種献金 2,336,643

TOF,CS/AFS.FF.BF.EF.YVLF.RBM.YES.

ユース活動費.メネット

流動負債合計 19,857,622

２．固定負債

固定負債合計 0

負債合計 19,857,622

正味財産 9,417,508

科　　　　目　　・　　摘　　　　要 金　　　　　　額

財 産 目 録

2018年6月30日



 

 
 



 

 

 



 

 

2017-2018  東日本区ワイズメネット委員会　会計報告(2018.6.30現在）資料２

東日本区ワイズメネット委員会

　　　　　　　委員長　　大村知子

　　　　　　　会　計　　青木優子

収　入

　　項　目 金　額 備　考   

　東日本区より 200,000

　前年度より繰越金 764

　　　合　計 200,764

支　出

　第21回ワイズメネットのつどい補助 34,890
駐車代　礼状写真印刷費・はがき代

しおり印刷費　他

　会議費 4,418 振込料　委員会お茶代

　事務用品代 9,392
委員会資料、しおり編集 、

区大会展示資料作成用

　交通費 121,160 メネット委員会　交通費補助

第 21 回 東 日 本 区 大 会
ワイズメネットアワー講師謝礼等

16,000 謝礼、交通費、弁当代　

第 21 回 東 日 本 区 大 会
ワイズメネットアワー来賓弁当代

1,000 次期アジア太平洋会長メネット

第 21 回 東 日 本 区 大 会
ワイズメネットアワーしおり代

3,600 カラー印刷（6ページ）　45部

第 21 回 東 日 本 区 大 会
ワイズメネットアワーお菓子代

6,800

　次期繰越金 3,504

　　　合　計 200,764
 

           ２０１７年～２０１８年度 
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国 際 会 長「ともに、光の中を歩もう」 “Let Us Walk in the Light - Together ” 

アジア地域会長「ワイズ運動を尊重しよう」 “Respect Y’s Movement” 

東 日 本 区 理 事「広げよう ワイズの仲間」 “Extension Membership ＆ Conservation” 

メネット報          Notes & News 

  
 

         2018.10.15 発行 第 2号通巻 59 号 

 
メネットの絆を深め、ときめいて‼ 

ワイズメネット委員長 大村知子(三島) 
 
メネット委員会の活動や

事業についての情報が、メネ
ットに届くように年度当初、
メンに情報をメネットと共
有して頂くことを呼びかけ
ました。 
メネットとメンとがワイ

ズの活動に共同参画するこ
とやメネットとワイズウィ
メンとの協働によるメネッ

ト活動の活性化についても働きかけ、各部会に参加し
て各部のメネット委員と共にメネット活動について
のアピールに努めました。 

事業活動 
１. プロジェクトメネット献金総額 480,500 円
により実施   
国内プロジェクト 
・絵本を贈る運動 ８YMCA 関連の 42 施設に計 168
冊を贈呈 
・東日本大震災復興支援 
 東北 4クラブのメネット会へ寄託 
・国際プロジェクトの支援（継続）＆国際登録 
 国際本部へ送金（5月） 
２．第 21回「東日本区ワイズメネットのつどい」
2017 年 11 月 25 日(土)11:00~15:30 参加者 50 名 
会場 横浜中央 YMCA 
・講演 講師 小野史郎氏 （英国クイリングギル
ドフェロー） 
「クイリング知って、作って、楽しんで！」 
・ワークショップ 講師 小野典子氏（英国クイリ                         
ングギルドマスター） 

・絵本献金のための“プチマルシェ” 開催           
３．第 21回東日本区大会 ワイズメネットアワー 
2018 年 6月 2日（土）10:30～12:00 
 参加者 35 名 会場 沼津プラサヴェルデ    

・事業報告,委員長引継ぎ式,震災支援金寄託 他 
・講演 上藤美紀代さん（絵本専門士・ヴォイスセラ
ピー実践家 ） 
演題「声のちから・絵本のちから～声に心をのせ
て・・・～」 
４．メネット会活動への参加 
三島クラブ “メネット料理教室”（2018.2.12） 
東京八王子クラブ“メネットナイト”（ 2018.2.24） 
東京クラブ “メネットナイト”（2018.3.13 ） 
あずさ部３クラブ（東京八王子・甲府・甲府 21）合同
メネット会（ 2018.4.18 ） 相模原市 
東京江東クラブワイズメネット会 ノーサイド例会
（ 2018.5.12 ） 
第21回西日本区大会「メネットアワー」2018.6.9日）
新神戸 
５． ワイズメネット委員会開催  
於：日本 YMCA 合同盟会館２F 会議室 
第 1 回委員会（2017 年 7 月５日）2017-2018 年度 メ
ネット委員会の活動計画 
ワイズメネット委員委嘱（宮内理事より） 
第 2 回委員会（2017 年 11 月 4 日）「ワイズメネット
のつどい」の準備 等 
第 3回委員会（2018 年 4月 23日） 

「ワイズメネットアワー」の準備 

「絵本を贈る活動」の準備 等 

第 4 回委員会（2018 年 6月６日） 

総括・８YMCA の 42 施設に絵本発送作業 

６． 東日本区監査委員による会計監査 

2018 年 7 月 6日 

於：日本 YMC 合同盟会館２F（会計・委員長） 

贈呈用に準備した絵本（全 168 冊） 

「ワイズメネットアワー」の準備「絵本を贈る活動」 


